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はじめに

「教育」は、人格の形成を目指し、個性を尊重しつつ、個人の能力を伸長し、自立

した人聞を育て、幸福な生涯を実現するために不可欠なものです。そのためには、県

民が、幸福で充実した人生、より良い社会を創っていく責任は自分たち一人ひとりに

あるという公共の精神を自覚し、これからの社会の在り方について考え、主体的に行

動することが求められます。また、社会の中で、互いを認め合いながら、協働、協調

していくことも重要です。さらに、急激な人口減少や少子高齢化、グローバル化の進
1 行など、大きく変化する社会情勢の中で、新しい課題を発見し、解決していくことで、

誰も経験したことのない社会に柔軟に対応することが求められます。

鳥取県教育振興基本計画は、このような中長期的に取り組むべき本県の教育課題や
目指すべき姿の共通認識とその実現に向けた取組の方向性を示すもので、平成21年
3月に策定し、現在、平成26年度から平成30年度までの 5年間の第二期計画を進

めているところです。

この第二期の計画では、「自立して心豊かに生きる 未来を創造する 鳥取県の人づ

くりJを基本理念とし、その実現に向けて、「自立して生きるカ」、「豊かな心と健やか
な体」、「社会の中で支え合う力」、「ふるさと鳥取県に誇りを持ち、未来を創造する力」
の4つの「力と姿勢」を定めました。そして、本県の教育の総合的な指針となる 5つ

の目標と 18の施策のもと、平成 30年度までの「特にカを入れたい施策」、「目指す
ところ」や「数値目標」を掲げ、その推進に当たっては、県民の皆様との情報共有と
連携・協働を大切にしながら、具体的な施策・事業を毎年アクションプランとしてま

とめ、その推進への取組を進めております。

このたび、平成 26年度アクションプランに基づき実施した各施策・事業が着実に
実施されているか、また、効果的に行われているかを自己評価するとともに、市町村

教育委員会、学校、 PTA役員等の関係者、外部の有識者である教育審議会委員から
評価をいただきながら、平成26年度の点検・評価をとりまとめました。

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、平成 27年4月より、
教育委員会の代表者として教育長が明確化されるとともに、教育委員会による教育長

へのチェック機能や、教育委員会の透明性についても強化されました。また、首長が
招集する「総合教育会議」の設置に伴い、首長と教育委員会とが連携して、教育行政

を推進していくととが期待されています。

今後とも、鳥取県教育の充実に向け、得られた評価や意見を、施策・事業の改善に

役立てながら着実に取り組んでいきたいと考えておりますので、県民の皆様のご理解
とご参加をお願い申し上げます。

鳥取県教育委員会
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:(T)地方教育行政の組織及び運営に関する法律
第2b条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第 l項の規定に

: より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第与項
の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。))の管理及び執行の状

1 況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを
議会に提出するとともに、公表しなければならない。
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| 教育委員会の活動状況

( 1 )教育委員会の主な動向
①教育委員、教育長の在任状況 (H 27. 4. 1現在)

職名 氏 名 年齢 職業 就任年月日 任期 保書音

委員長 中島諒人 49 |演出家 H20. 10. 26 H28. 10. 25 。
委員長I蹴努代行者 松本美恵子 63 弁護士 H24. 12. 25 H28. 12. 24 
委員 本トヨ子 6 1 会社役員 H22. 12. 23 H30. 12. 22 
委員 若原道昭 68 l大学副学長 H23. 12. 27 H27. 12. 26 
季 冒 佐伯稗子 62 H25. 12. 21 H29. 12. 20 

l 教育長(委員) 山本{志 5 5 H26. 4. 1 H30. 3. 31 

(ア)委員の異動
平成26年12月22日をもって任期満了となる坂本トヨ子委員が再任された。

(イ)委員長の異動
平成27年l月16日をもって中島諒人委員長が任期満了となり、同年l月19日に再任された。

②教育委員会の会議の開催回数 ※日時・提出議案等は参考資料参照。( )は25実績

会議名 |回 数 畳一一一室
教育委員 会 I13 (14)回
委員協議会 I17 (17)回
委員研修会 I3 ( 6)回

議案 54(61)件，報告事項 147(189)件，協議事項 8(6)件
協議題 82 (86)件

研修題 3 (10)件

③教育委員会の会議の公開状況
(ア)傍聴者数:6人、 傍聴者がl人以上だった会議回数:5回
(イ)議事録の公開状況.ホームページにおいて、議事録を公開している。

④その他
(ア)学校訪問等 26箇所

第 1回学校訪問 八頭高等学校 (H26.7. 14) 施設見学、教職員等との意見交換会

第2回学校訪問 倉吉農業高等学校 (H26.9. 1)…施設見学、教職員、生徒等との意見交換会

第 3間学校訪問 日野高等学校 (H26.11. 7)…施設見学、教職員との意見交換会

0式典等…青谷高等学校、倉吉総合産業高等学校、境高等学校入学式 (H26.4. 7) 
皆生養護学校入学式 (H26.4. 8) 
鳥取養護学校、白兎養護学校入学式 (H26.4. 9) 
鳥取養護学校創立40周年記念式典 (H26.5. 30) 
未来をひらく鳥取学東部開校式 (H26.6. 7) 
未来をひらく鳥取学西部開校式(H26.6. 14) 
未来をひらく鳥取学中部開校式 (H26.6. 28) 
米子白鳳高等学校創立 10周年記念式典 (H26.11. 11) 
岩美高等学校、鳥取緑風高等学校、米子工業高等学校卒業式(H27.3. 2) 
県立米子養護学校卒業式 (H27.3. 9) 
鳥取聾学校卒業式 (H27.3. 10) 

0その他・平成26年度全国高等学校総合文化祭 (H26.7. 27~7. 31) 
平成26年度全国高等学校総合体育大会 (H26.8. 1 ~8. 2) 

(イ)意見交換会 7回
H26. 4. 15 県立学校長(倉吉西高等学校・鳥取商業高等学校)との意見交換
H26. 5. 20 第 l回教育協働会議
H26. 5. 20 県立学校長(琴の浦高等特別支援学校・鳥取西高等学校)との意見交換
H26. 9. 5 第2回教育協働会議
H26. 11. 17~1 1. 18 中国五県教育委員会委員全員協議会
H27. 1. 19 第3回教育協働会議
H27. 3. 24 教育振興協約の締結式

(ウ)ホームページを通じた教育委員リレーコラムを実施
・「コラムJ(松本委員:H26. 4. 15) 
・「コラムJ(坂本委員:H26. 5. 15) 
・「スモール・イズ・ビューティフルJ(若原委員:H26. 7. 16) 
・「生きる力」を育むために(佐伯委員:H26. 10. 17) 
・「コラムJ(中島委員長:H26. 11. 14) 
・「コラムJ(坂本委員:H26. 12. 12) 
-自主上映映画「隣る人Jをみて(松本委員:H27. 2. 13) 



( 2 )教育委員会の活動に対する自己評価

都道府県及び市町村等に置かれる合議制の執行機関である教育委員会として、制度創設の「意義」や「特
性」を踏まえ、その長所を生かし、短所を補う活動を行うことができたかどうかを以下の基準に照らして
自己評価を行いました。

評価 「評価の観点」に対する評価基準

。 「評価の観点」に示された取組を「十分に行うことができた。」

。 「評価の観点Jに示された取組を「概ね行うことができた。」

ム 「評価の観点」に示された取組を「十分に行うことができなかった。J

× 「評価の観点」に示された取組が「ほとんどできなかった。」

1 【意義】政治的中立性、継続性、安定性の確保
【特性】首長からの独立性、合議制(毎年 1~2 人の委員の任期到来)

評価の観点 評価 評価の背景・理由等

①教育行政に情熱と高 -教育行政の果たす役割が、鳥取県の現在と将来のためにどれ
い使命感をもって当 。ほど重要なものであるかを委員全員で共有した上で、委員会
たった。 が運営された。

-委員の役割と本業との両立という制約がある中で、精一杯に
委員の任にあたった。

-鳥取県教育のめざす姿を念頭において、その実現のために、
教育行政が有効に機能するよう常に使命感をもって臨んだ。

②政治的中立性、首長 -執行機関としての自主性、独立性が揺らいだことはないが、
からの独立性を保 。教育委員会制度への批判や制度が変わる中、知事及び教育協
ち、教育行政を推進 働会議との連携のあり方については手探りの部分もあった。
した。 -首長との間マ締結する教育振興協約の内容について、教育委

員会からの視点を盛り込むことが出来た。
-教育の充実への首長の熱意と真剣さに、やや受動的な姿勢に
なりがちな場面もあったが、その場合にも委員会としての議
論は十分に行っており、中立性・独立性は保てたと思う。

-中立性・独立性を常に意識して鳥取県教育の充実のためにど
うあるべきかを考えるように努めた。一方、教育効果をあげ
るために首長の理解を得て教育行政を進めることは、大切だ
と考えてもいる。

③委員会運営は、公正 -それぞれの委員の視点から活発に意見が交わされ、全員が納
な合議制で行った。 。得するまでしっかりした議論が行われた。

-委員からの各意見をよく聞き、公正な態度で審議している。
-委員長、教育長ともに、委員各々の意見を聞くことを大切に
しており、立場、考え方の違う委員それぞれが自己の考えを
出し合って協議することができた。
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2【意義】地域住民の意向の反映
【特性】住民による意思決定(レイマン・コントロール)

評価の観点 評価 備 考

①学校現場の様々な教 -スクールミーティングなど教育委員会としての活動に加え、
育課題や実情を的確 。個人的にも実情や課題の把握に努めた。
に把握し、課題解決 -県全体としてある程度共通している課題については、把握と
に向けて努めた。 取組が迅速にできたが、地域固有の課題については、十分に

把握できていない部分もあると感じている。
• ICT教育、土曜授業、アクティブラーニング、道徳教育、教職
員の負担、いじめ・不登校、学力・体力向上等、課題は山積
しているが、スピード感をもって取り組むことに努力した。

-学校現場に出かけていく機会をできるだけっくり、学校長か
ら直接話を聞く等、実情把握に努めたが、課題解決のための
具体的取組の有効性を確認できるまでには至っていない。

②県民の意思、考え方 -県民の声や、教育協働会議、パブリックコメントなどを通じ
を尊重し、教育委員 。て、さまざまな意見、考え方のあることを認識し、その上で
として議論を尽くす 中立公正な教育行政が果たせるよう心がけた。
中で、教育行政の責 -自らが民意を代表する委員として、できるだけ広く多様な意
任を果たすべく努力 見を聞き、それに基づいて委員会としての議論を積み重ねる
した。 ように努めたが、まだ十分とは言えない。

-様々な環境にある県民の方々の意思を尊重し、少数意見であ
つでも真撃に受け止め、議論する際にしっかりと考えていく
ように努めた。

③教育行政の実施に当 -現状で説明が不足しているとは考えないが、鳥取県全体の教
たり、説明責任を果 。育がどういう方向を目指すべきか、あるいは地域ごとに何を
たした。 目指すかについて、より深〈多様な議論を喚起するべく、ど

ういう情報をどのように提供していくかについて、考え続け
なければならない。

-委員会の取組を様々な冊子やパンフレット、ホームページ等
で情報提供し、説明責任を果たすよう努めている。

3 教育委員会運営の改善点等

-しっかりした教育目標を定め、知事部局や市町村教育委員会、現場と連携し、平成27年4月
の教育委員会制度改正を、鳥取県の教育の質を一段高めるための好機としなければならない。目

・益々鳥取県の独自性を求められる時代となる中、長い目で見る方向性とスピード感のある機
敏性を活かした教育方針を打ち出すために、様々な機関との連携が必要と考える。

・教育協働会議を継承する総合教育会議において、率直に意見交換できる場としたい。
-教育課題に関連した分野の方々からの意見聴取の機会をもち、より具体的に今後の展望が持
てるような協議をしていきたい。
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II 平成26年度の取組についての点検及び評価

(1)点検及び評価に当たって

鳥取県教育振興基本計画の「特に力を入れたい施策」ごとに示された「目指すところ」や「施策目標」の推進に向け
て「平成26年度アクションプランJを定め、取り組みました。

その取組状況を rH26年度の取組と成果」及び「課題及び今後の対応」としてまとめるとともに、以下に示す判断
基準に基づき各所属による自己評価を行いました。

また、点検及び評価の客観性を確保するため、鳥取県教育審議会各委員の方#から様々な御意見や御助言をいただく
とともに、これらを参考にしながら、今後の取組を進める上での対応方針を示しました。

『最終翻毘』積院は各所属による自己評偶者、「目指すところ』への劉迫状況と今までの取組により得
品れた成果を踏まえ、以下の『断基準に基づき rA~DJ か名選択した。

区分 喜廃策の「目指す~ころ』について

A 目的・目標を達成したφ

8 ほlま計笛(予定〉どおり推進している。

c 取組としてはやや遅れている〈取組は進めたが、成果が出ていないものも含む〉。

D 一層の〈新たな〉取車助、必要。

(2) . r特に力を入れたい施策J r目指すところ」別評価結果一覧

7頁
車庭.地織の連携、協力体制の構築

1 3頁

トワーク形成

1 7頁

(3)生涯学習町環境整備と活動支援

博物館等の社会教育施設の機能回充実

25頁
口 ロ

B B 

主体的に学習する児|
28頁

日 日

(5)学力向上の推進
ドヨー唱 ..nv"，唱円@凡同..........._， ."，-""昨日 日 B 

|匂緑町授車力向上 B B 
ラム教育等による校極を超えた連携の拡大

B B 

B B 

ものづくりの楽しさを知る機会の| B 日

aa目



46頁
(7)社舎の進展に対応できる教育の推進

CTの活用、英語教育の充実、字詰町取組によるグ
ーパルマインドとコミュニケーション力目育成

B 

C 

50頁

(8)豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

不畳校等の未然防止、早期封応

(9 )健やかな心と体づくりの推進

した体力向上

59頁

63頁
活J守 1寄り県"-両帯守:1XV;位 υJコ ロ ロ

した県立学校四在り方検討
③今後回特別宣援教育叩在り方 日 A 

日1県毘に聞かれ‘信頼される学技づくり B B 

B 
65頁

日 B 

C 

B 

円

70頁
|山県民Iι同 れ也昭一胃凪 ロ " 

日 R 直 径秀な人材確保のための教員採用
(12)人的.物的な教育資源の充実

学校リーダーの育成
日 日

B 日

p
h
d
 



(13)安全.安心な教育環境町整備

ロu

一RM
一RU

B 

B 

B 

76頁

(14)私立学校へ円支援の充実 80頁

82頁

らの運動習慣ブ〈り

85頁

88頁

9 2頁

( 1 )県民と町協働による計画の推進 96頁

2)市町村、園、高等教育機関など開臨機関との連
.協力の推進

98頁

pnuv 



アクションプラン最終評価

所属名 l教育委員会(事務局)教育総務課

項目選択i

時一
(1 )項目 一一一一[干石蚕蚕認否事志議ける環境づくり

(1 )社会全体で取り組む教育の推進

[目指すところ]

¢地域の教育力の向上
喧月土会全体による学校支媛
③士会教育を推進する人材の育成と団体支援

ーも

①地域の教育カの向上

-地域住民や保護者同士の紳づ〈りの推進や学びの機会の提供を通じて、コミュニ子イの一員としての自覚を促し、地域課題の解決に向けた取
組を推進します。

ミ君3寺会謀総の問先J33品協議もも議室長錆諮ヨヨ皇室主主意識税関知
る有害情報や薬物乱用の危険から子どもたちを守る取組を推進します。

最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

[教育総務E羽
O啓発物品を用いて基本的生活習慣の大切さを周知することにより、児
室・生徒、保!童者がその大切さを身近に感じ、自分のこととして考える機会
とした。
【小中学校謀]
QPTAによる子どもの生活リズム向上事業l立、実施校がいずれも2年自の
取組となっており、岩実に事業を進めることができた。
O地域で育む学校三支援ポラン子ィア事業l士、実総校も増加し、定着してき
た。
【高等学校課]
O高校生マナーアップ推進事業1;1:、4月と9月は各国5，000人を超える参加
者があり、大きな県民運動として定着している。
【平会教育課]
O保育園、幼稚園など、就学前保護者対象のケ一台イ・イン告ー恥yト研修
会への講師派遣が伸びた。
0市町村との合同研究協議会を実施し、青年教育の充実や家庭教育支援
などについて協lを深めることができた。
0全県の社会教育関係者研修会や、社会教育振興大会を開量し、資質向
上を図ることができた。
O社会教育主事講習[日Jを県内で受講できるようにし、講習の運営と受講
生の指導!こiわった。
【東部教育局1S研究テーマ「気軽に集える社錦育施設、魅力ある社会教育事業~若
世代を事業に取りこむ仕かけを考える-Jも2年目を迎え、替市町が抱え

ている課題に向けて研修を行うことができた。
[中部教育局]
O社会教育担当者会の開催が市町担当者の学習機会となり、企画・運営
のスキルアップができ、今後の事業運営の意欲に繋がっている。
【酉部教育局]
O各部会の部会研修への7~パイスを通じて、先進地視察等部会員外に
も呼u:かけ積極的な関わりを持った取組が見られた。
[青少年家庭前
0青少年育成鳥取県民会議と連携し、マナーアップ運動やイン告ーネット
ヘ接続できる機器へのベアレン勿レコントローJレの徹底に向けた啓発キャ
ンベーンなとを実施した。

有識者由意見

0課題欄にある「学校を主とした地域づくりのための協働を促す」について、地域に聞かれた学校を目指すことに異論
はないが、学校側である教職員約百役割の負担が心配である。学校管理者として、また教育の助言者として、地域
での教育に携わってほしい教職員の立場では、どのように捉えているのかを知りたい。現状で、既に多忙感を抱えて
いる教職員が多いというrCJ評価が出ているが、共に地域教育を支えていく思いがなければ、仕組みだけ構えても実
が得られないと思う。地域と家漉が協力して学校教育をよりよいものにしていくという姿勢を明確にすることが、学校を
核とした地域での教育活動の免展につながると思弘

-7 



平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在) 成果

円急務課、宮崎キャンペーン〉 問機型的キャンベーン〉

繁華純一 切…習慣を制札一)叫ん53譲:訪灘(42;ヱ::二
O牛乱パツウ広告欄への印刷 l徒が楽しみ肌基FT皆殺!Dいて考主議会した。

識続長銀習議下京臨時への掲載公用車|静耀払基本的釘習慣の鶏さω 言える機会と

【小中学校課1 10劇政だより等で広報することにより、広〈県民に生活習慣の重要性を

守山よる子情の持リズ掛撃的生活習慣の定着等を目|時金課]stJZFιL。のも中 I~阿Aによる子どもの生活リズム拘上事業〉

員協警ti誇??事;鍛冶蹴の代!襲韓親鞘簿鰐濃
部zdif--(，l、品工中学校31-ld詳説明書2鯖鵬管説得控FF

欝器購揺しli罪悪帯主?とt
，-J)， 1【高等学校課】
【高等学校課】 10高史生マナーアップさわやか運動1;1:，各国5.000人を超える参加者が
oil;iii生汁ーアップさわや措勤時1回(4月比叡回何月)肝|刷、常も大きF特とな11L議参加詑詰421法容
B母親ムット教育 推 進 財 規 養 成 及 的F洲 | 語 講 和 、 れ@?6右 「
修奮を実施した。 101電子メTイアとのつきあい方フォーラム」を開催し、参加者は100名
RPTAや地域で関される研修会、学習会等に、ヶー何・イン←戸あった。
ツト教育推進員を〓 Lt=， 10ケ一宮イ・イン';<ーネット教育について、研修会、学習会への講師を

時!拍手霊蒜日糊蜘抑制三信ツトi 品目議しコに置山たf 巧にした。 li時…yトの吋絞腎晶喜善寺2議急対売
。護id謀略謀議緊縮告と医者;;;22〈育の 支援屯

ii得 競たー捌実施した協i l鵡換奇襲義語講融
以穀25i言語喜鰐雲行い、希望者!こ対して当日ゐ25日支議問ZE唱主i出[日]揖施、鳥取会場の受講主は11名であった。

Fつ協育問 原教翠は計画り開催で
仲 i舗が i 催した。 I と連j 通 苧。 票現
B量点;;?助言を実施した 降疑問訪問ョ芳l参加し交官駒山《

ζ五送i量】 k中町長育局]
関-野 1ム脚部プレーャ一等を介して青少年が仰一目会教育旦当者会の鵬が市町担当者の学習機会に繋がり、企
ネットで守害情報を閲覧できる環境にあることを受け、鳥取県青少年健H函・運営のスキルアップができた。

ト23品 1122続蹴襲警問時長線開耕民主宣言関完関脇若
1日施行)， 1実を ることができた。

星携Z君主私的SErf続開切れ
キャンペーンを実施した。また、新聞、県政だより等を利用しての広報
|を行った。

課題及び今後の取組

課題 I 今後の取組

思想朝、宮崎キャンペーン> I思想朝、きいきキャンベーン〉25tャrージの525務麓Jこより、基本的生活習慣の重要性|野童生徒だけでなく、保護者に対しても効果的な啓発・広報が必

I小中学校謀1 . . .... I[小中学校課1 会 ~ 
<PTAによる子どもの生，舌 Jズム向上事業> 1くPTAによる子どもの生活リズム向上事業〉
O継続的に各PTAで生J習慣の見直しの取組を行うこと。 10事業終了。

灘許認王寺署ぷ協議品、活動内容の充実を図るこ.Id警 刊 号 室 主155ZE7話揺る情報提供や事業推進の

議麟慨説協古都EMP|襲Z¥して定着…運動への積極的な参鵬引き

品等学校課1 I鰭課γか肱
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0日常における登下校時の高校生のマナーについて、依然として苦情 19ケ-';イ・イン事ーネット利用にかかる実態調査を行い、その結果を
がなくならない。 1啓発に活かす.
0県民運動としての継続性と、自転車運転時や列車内でのマナーの向10ケ一世イ・イン者ーネット教育推進員のスキルアップ研修会を東部・中
上。 1部西部で実施する。
[社会教育課J ... _ 10ケ一書イ・イン合一中yト教育啓発推進協議会を活用した関係機関と
Oケ-';イ・イン空ーネットの利用実態を把握し、実態に応じた適切な啓lの連携強化を図る。
発が望まれる。 10社会教育蘭係者の研修会の内容充実。
Oケ一事イ・イン告一、ット教育推進員のスキJレアップが必要である。 10市町村との合同研究協議会の希望が増えるように働きかける。
O行政一警察、販売庖等関係機関が連携した取組強化が必要である.10社会教育主事講習[BJの県内聞曜の継続。
0社会教育関係者のさらなる資質向上が望まれている。 1【東部教育局]
O社会教育を行う者に助言と指導をすることができる社会教育主事の Ib社会教育謀、中・酉部教育局、各地区協議会と連携して、研修;先
養成が望まれている。 1を見据えて計画的に企画し、行うことで互いに学び合いのできる体制づ
【東部教育局J 1くりをし、ネットワーウをしっかりとつないでいく。そして、本研究協議会
O各市町O)!]l当者の多忙化により、自己研鎖が難しい状況である学 lが活性化し、ひとり立ちできるように支援を行っていく。
びを深め、番古町の社会教育事業;剖イじさせてい〈ために本研会協|【中部教育局】
議会における研修の内容や実施時湖を検討する必要がある。 10社会教育量当者会の充実と、社会教育関係者への情報提供を継続
【中部教育局J 1して行う。
O担当者聞の才、ットワーウを強くし、日頃から情報共有をしていくこと。 I[酉部教育局]
【西部教育局J 10西部地区社会教育担当者会研修会においての部会聞の連携による
O卸会研修で学んだことのふり返りとまとめが必要である。 1研修会の実施。
【青少年・家庭課】 |【青少年・家庭課]
O保護者や一般の方々への周知の徹底。 10適切な広報時期を見極め、講演会やメディアを利用した広報に努め

る。
O関係機関等との連携を図りキャンベーン等を実施する.

②社会全体による学校支援

i銭高 諏 欝羽詰哀し;扇7謙虚、一時同四築することを通じて糊…校

;襲撃議事申告轍鍛芸品)
:韓!?議龍一

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

_... ，--'且..~.......， _.....，.......~..~，-，~._.ー・. ~... -. ~. ・一--..._ー ー ._.- ..~，.，.， 

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

【〈小地中域学で校育課む]学校支援ボランティア事業及び学校支援地域本部事

加【a00く小E…昨研〉し中た修年斜E度会摺Jでt比は】較「し学技商一を事織業とをし合をわ刻 一一業O両16〉1月事学下校業旬を1)l二合が、わ実県せ施内てしのた1コ5。市ー町ディ1学ヰ校組合(小学校106、中学校41、特別
せて、実施校が小中学校で計6校増

支O ヰ 告ーや学校の担当者などを対象とし 地域づくり」及び「地域による学校支
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(J)社会教育を推進する人材の育成と毘体支援

取組の方向

・地域づくり、人づくりの喪となる市町村及び公民館の職員をはじめ、社会教育関係者の資質向上を図るため、関係団体と連携、協働して、各種
研修会を開催するとともに、社会教育関係団体の人材育成等を支援します。
・地域や職場などで『参加型J学習や多様な体験活動、交流活動等による人権学習を実践できる指導者を養成し、人権尊重の社会づくりを進め
ます。

事業・取組名

門・社会教育丈面蚕
・県市町村社会教育振興事業
・社会教育団体による地域づくり支援事業
.人権尊重のまちづくり推進支援事業
-社会人権教育振興事業
-社会教育担当者会の開催
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ト西部地区社会教育担当者研究協議会研修会の開催
卜西部地区人権・同和教育振興会議研修会の開催
ト指導者養成講座①在学青年交歓のつどい②自然体験活動実践道場 ____J 
最終評価

担当課
自己評価

B 評価理由

lまぽ計画(予定)どおり推進している。

B普請書翠
施し、青年教育の品先嘆義議みEl問均i書EFま221き駕
吉た。22Eの2営実嬰戸研修会や、社会教育振興大鈍開催し、資質向

。社会教育主事講習[日Jを県内で受講できるようにし、講習の運営と受講

能 控;251iZ
800人の参加があったa

【東部教育局】

鰐←時認欝援j鮪誌三千5555Eぇ

盟 問 時 明 君 臨 鷺li
清治寝耳空殻芸品25iftT昇華777アシリテ一世として

襲撃器官?とご部員対象の2つの

有識者由意見 扉関職鶏518i誤報鰐李総蜘品開を

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題及び今後白取組

課題 今後の取組

喜民欝詰宮古品u議-官if宅結論出宵主撃のなったり、構成人数が減少傾警護韓議鵜F る事例を紹介するな
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0今年度見直しした期間短縮についての周知や、それに伴う効果的な 10県人教事務局や関係機関、開催地区市町村とも協議を進めていく。
開催方法ついて、関係機関も含め検討する必要がある。 1【東部教育局1
I東 H教育局1 10社会教育課、中・酉部教育局、各地区協議会と連携して、研修を先
O各市町の担当者の多忙化により、自己研鎖が難しい状況である。学|を見据えて計画的に企画し、行うことで、互いに学び合いのできる体制
びを深め、各市町の社会教育家業 活性化させていくために本研究協|づくりをし、才、ットワーウ昔日しっかりとつないでいく。そして、本研究協議
議会における研修の内容や実凋時制を検討する必要がある。 1会が活性化し、ひとり立コちできるように支援を行っていく。
【中部教育局1 1【中部教育局]
0人権教育研修会の企画において、その年の要求課題の解決だけで 10必要課題を明確にし、中期計画を立てていく。
なく、中期的なねらいを持つ必要がある。 10喧録されたファシリ子一舎が、地元で活躍できるよう、市町の担当者
O市町の担当者に対し、ファシリテ-~派遣事業についての啓発が不|とi車携してい〈。
十分であり、登録されたファシリテー告が十分に生かされていない。 1【西部教育局]
【西部教育局】 10各市町村の行政職員研修担当課への依頼を積極的に行~¥，行政総
O人権教育担当者、行政職員研修担当者対象の研修会の充実。 1体として人権教育を進めていく意欲を高められるような内容を考えてい
[大山青年の家】 |る。
0高校生サーウルを持つ市町が少なく、待っていても高校生を集めるこ|【大山青年の家】
とは難しい。 10来年度の事業に向けて、高校生とのつながりを築く。指導者養成に

向けて情報発(骨しておく必要がある。
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アクションプラン最終評価

所属名 恒空里
1社会全体で学び続ける環境づくり

(2)家庭教育の充実

【目指すところ]

E尾胃遅刻
市扇面

①家庭の教育力の司上
@1'士会全体による劉庭教育の支健
③学校と家庭が協働しこ学力向上【再掲2ー(5)J

①家庭の教育カの向上

取組白方向

定育1保P着のT護Aを支者等図援同とりを連士ま充携の実し。ネしなッまがトすワら。ー生ウの形成を進めるとともに、保護者への多様な学習機会の提供や、関
活習慣の大切さについて啓発するとともに、家庭での取組を呼びかけ

事業・取組名

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

3
 

1
 



!罷i鰐顕霧薄墨議!警警y機欝;;!箱詰ZJ芸;:;;る
鶴鵠結語it思議室懇親書課 I~鰐鶴?鱗鰐蹴t 目腕

l務tJ1214223弘向上事業> I鏡2C52ト能E協議事Atz昔話話会号猷緩夏

鍛鵠Ez--小中学校側、基本的生活習慣の揖等を目|壌を常生持品〉佐IE2Z子等について意

ι!こよる企諜進韓首開主主長、実施校 12i??や取れ静注鰐活常務の
諒県の小競阿Aに対して取組内容2発表した。 の|で ?、各 i川、同の

議蓄量22b設…出こ県馴駒…内附附……の側叩一一円m岬叩A咽馴団耐体と叫1醸鯨護静伊B灘犠繋鰐開開問甥慨燃習喫宅乏、駕犠義

?説鵠犠鵠諜鰹騨諮鴎華 1離捨譲F関鶴麟摂擁拡吉榊
器冷麟奇轍讃議麟捺静期限酢に…沿伽町…つf一て惜事業計函段脚…階

5胤悶淵出肢鯨f諒zfg仇5れ泊僻ま剖昨悶り弛会釦J
課題及ぴ今後白取組

課題 今後の取組

【教育総務課1 1【教育総務課]
く心とからだいきいきキャンベーン> .. 1<心とからだいきいきキャンペーン〉
0本キャンベーンの更なる普及啓発により、基本的生活習慣の重要性 10児童・生徒だけでなく、保護者に対しても効果的な啓発・広報が必
についての認識を高めることが必要。 1要
【小中学校課】 |小中学校課]
くとっとりふれあい家庭教育応援事業> 1くとっとりふれあい家庭教育応援事業〉
orとっとり子育て続育ちプログラム』の普及をさらに進めるとともに、 10ファシリテ-O'の派遣が今後も継続的に実施できるよう、各市町村や
ファシリ子-O'のスキルアップを図る。 1学校への周知をさらに進めるとともに、より効峰的でファシリテー告に負
O家庭教育アドパイザーの派遣事業の充実を図る。 1担感の少ない方法に改善する。
く家庭教育支援事業> IQ市町村からの多様なニーズに対応できるよう、家庭教育アドパイ
Oチーム裂の家漉教育支援の充実を図るため、学校等での活動拠点|ザーの増員や他事業の人材との連携について検討する.
の確保、地域のj援者と福祉分野等{機関との機能的な連携、学校 1<家庭教育支援事業〉
のscやssw等を含めた、幅広い保護者支援の体制づくりに取り組む。 10分野を超えた地域人材の人脈っくりを進め、協働できる環境滋成を
くPTAによる子どもの生活リズム向上事業> 1行う。特!こ、市町村内での関係づくりを促し、各地域での家庭教育支援
O継続的に‘各PTAで生活習慣の見直しの取組を行う。 1チームの組織化や活動の活発化を図る。
くPTA日韓交流事業> . . _ . _ _. 1 ~p'Ti\による子どもの生活リズム向上事業〉
O来年度(訪韓)の暗見察や意見交換が有意義なものとなるよう、県内 10事業終~_7 ~ 
PTA団体及び江原島との調整を行う。 1<PTA日韓交流事業〉
【東部教育局1 ___ 19来年度(訪韓)の人選や議題の選定など、派遣の準備を行う。

2鍔雲縫皆弘腎器鵠晃;?芳g緊芝穏i詔謬1潟議綜言苦訣?主ミま認目号g組型霊鵠 12猪官欝銀長会等、紹介できる場面で取組の大切さを7ピ一→ル此レ比し

震号E蔚誉喜苦詑z鵠B摂宅弘誌努;其号鵠将t悦?官単蒔量宗段2古?絹羽4晶詞五百託lttι七£t腎?2援妻|瀧喜欝著監t釘J品品;泊溜瀧z泣ミ立E諒票群警襲主誌諒Z忍務E諒擬3奨諮2荏主静習瀧E訟2:為白為t為詰誕雪雰f晶
添ある。 1しては講師派遣だけでなく自らも啓発ができるように研鏡する。
【船上山少年自然の家1 __..... . . _ . _ _ ， 1【船上山少年自然の家]
0野外活動が主体のため天候次第で評価が大いに変動する、雨天時 19参加者アンケートや要望等を随時取り入れ、より向上する取組を行
対応の翁足度向上の方策。 1う。
【大山青年の家】 l【大山青年の家】
0リピ一書ーは事〈評価を受けている反面、まだ広〈県民に知られてい 10広報活動にカを入れていかなければならない。
ない。

@社会全体による家庭教育の支援

取組の方向

輔:高原首鰭副府知軍{盟叫しゃ啓択主手発走鞍制動を一行繁ラ目華室、夫長人庶が一乎すど山も自の物づ観的箆り問抑とな時り子蹄制どしも明悼島の田墓開本放一前、生醐音習関慣幻士定時一着着鍵範醐書誌のや臨け…ー時の向てI上関を

:i轟轟羅芝謙一
最終評価
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担当課
自己評価

B 評価理由

[小中学校課】
Oとっとりふれあい家庭教育応援事業I士、県内で定着が進んでいる。
0企業との連携による家庭教育推進事業は、新規申込数を増やすために
積極的な営業活動が必要である。
【社会教育課1
0社会教育関係団体の求めに応じて県が助言を行い、子どもたちを育む
地域づくりにつながる活動が実施されている。
[西部教育局1
0計画的に関係者の研修会を実施することができた.
【青少年・家庭課1
0青少年育成鳥取県民会議が提唱する「大人が変われば子どもも変わる
運動11こ賛同し、推進指導員の配置、「家庭の目」絵函・ポス聖一作品募集
について協力した。

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取紐と成果

平成26年度の取組{年度末現在) 成果

課題及び今後の取組

課題 今後の取組

。学校é~!MiJfffilÀ世LJ~告さJク局'.1;[，厚m2-仮)1

嬬謀長淵協議議五章一坦坦地獄事室jを推翌日す ヲ1111組の方向

背病研一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I

p
h
d
 

-



L企型建費生生塑性主主主，¥きいきキャンペーンと間以位当豆生活リズム向上事時四翌艶 J 
最終評価

自担己当評課価 B 評価理由 F【SE小ZZZE中tE緑学t法吋校制豊謀議3】 定官品例説J静Fl明穏器信が棚いず間鵠百の
ほぽ計薗(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題及び今後白取組

課題 今後の取組

E【諸聴小主中政税学事殺草主4調型I主3、き4長い1訴笠きH1事5J野l銭H:湯霊〉量二よ私り基権本問的室う哲こ習と.慣の重要性
Z。【。〈叫教L同事児安ゆ家官掛盆一輔纏2務生峰7副課徒.】崎だけで一、皐時〈保ン護ペ向者ウに射〉上し司て館も効果的な啓発 広報民必

業〉

ー16-



アクションプラン最終評価

B 教育委員会(事務局)教育総務課

項目遅刻

晴海面 1社会全体で学び続ける環境づくり

(3)生涯学習の環境整備と活動支援

【目指すところ】

①生涯学習の推進

取組白方向

樫空里

毛車hk4り 協3県2民審謹治同i議坤EEど争設多議〈叡の慌品長tgf鵠生教蓋育同語蜘h新て蝿学芸ι品融ととが暗一暗酷る軒即醐図書時す館社時岬品醐時仁制そ公の民跡学即習調成果制るをとと叫闘杭舗や今輔柚岡副問田司l摘問乱 す

事業・取組名

戦EE籍議略欝当 者融協断臨時前開催

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほlま計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末親在) 成果
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課題且び今後の取組

課題 L 今桂の取組

②人権学習の推進

抗議左足関税題協宮妥協桜犠笠宮議院制。がよ蜘生材や社会の在り方1;:-:>川考え、自

事業・取組名

・入額霊の議づ守護進支援事業

l 社喜々同和轟回融 の 開 催

E32りユニ"ーサJω臨 J
.位致問題人権学習会

最終評価

、

自担己当評課価 B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

議議時間同
権権教・同育和懇教談育会担を当開者催会しをた開。催した。

評価理由

平成26年度の取組と成果

成果

鰐EBL司f教藍育台擁関研女護箇融z議を酬51で雪闘量胤戸た必主張の
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繍;;;訂 施 設 職 員 対 … こ お同…-1静;約二=よって…の現実騨ぴ事業企画への

とっとりユニバーサルデザイン推進事業> 1意欲を高めることができた。
出前授業(/J、12校、中3校、支援E記2校、高2校、私立1校→計20校実 I[人権・同和対策課】

5SE空 間協和'10田町等4回) I~鎖性議議短ZJZFifZ消防(離会
O体験学習(人権ひろば21にて夏休みに実施→18組の親子が参加) 1を提供した。

:鰯鵜鵠芸Z苧詩::平:平弘為F晶晶晶~~~ヤ炉炉1叩叩哨叩8幻哨附7沼閣名釦)翠詰翠i野鰐鱗i鰐寵埼専牢思界fヰ亭;手;貝坑立完:品3芸詰;妄z詰; 
器翻器路紗伊伊甥矧努?伽甑富)川川巾一一ポね初件即ス対ル相聖←判一ベ一(

8絞f簿霊智戸か匂裂鍔罪幣禁z忍Z立幻t悠協5昆鍔i埠獄2笥i詮生ニJ←サ引Jげザインに関する 16弘hラ一叫UωD糊会卸の実醐施に凶よ削り仏ト、f一→骨骨鵬2螺糊県願民t的附を吉む参加者が、色

3輔目土漣熔鱒麟霊欝鰐麟草謹欝喜裳芸53一1回児童酎対肱内3一回醐閑一教糊糊職鵬員 |開5摂開Z管宰繍銭緩繍2顎顎鐸麓dJ毛委き3鶴鵠奇静炉戸む払芯加掲示
挽猫基基:(犠発発パね柿吋叩レ晴順展甑(れ川1叩咽口

i弘包L隈J:午:ニニよぶぶLl潟芯、Zz泣ニニ:2;一J;f7lにこ糊こよる問題Iこ関|向けた ヒ 仏 t きた

課題及び今後白取組

課題 | 今後の取組

調議会開催から 期間が空い吋市町が仏 閣吉弘ぱ市町柳実施しやすい形式晴間開催を

O 刑事企画において、その年の要求課題に対応するだけでなく、中期|【中古教 局]
的吋3らいを!っ必要がある。 10必 題を明確にし、中期計画を立ててい〈。
【西部教育局】 |【西部教育局】

結読書類i行脚員研修担当者対象の研修会の充弘 1221R建築協啄標語慨j勝 524警告
議中口語持協? 雑 誌 % ー の 普及啓発|私把熱Jレ押イン推静業〉

i村吉曜講襲撃夢12税 l鰹鱒襲撃4調官斜翠を
Oカ日時懇話君主主F唱こ罰金jffZ手研 |27-UDのEEとして同庁内子出ZZUDを諜F1対象

器室内諸融関討議鶴鎮静桶言語
鐸語引登録る開高めて吋音早期間i鑓鶴喜善識語翻議室翠綜

③子どもの読書活動の推進

取組四方向

i225どの宮在宅再進ビジョン」に基づき、子品が読書に親しむための機会の充実、環境の整備鞍図り、関係機闘が鶴して、子

ふるさと恥も(寄付金)を活用し、子どもの読韓併ジュニアスポ4 等の充実を図ります。

事業・取組名

・本の大好きな子どもを育てるブロジェウト
.子ども読書活動推進言事業

最終評価

自担己当評課価 A 
目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

【社会教育課]

評価理由

平成26年度の取組と成果

成果

【社会教育課]
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課題及び今後の取組

課題 今後の取組

④社会教育施設の機能の強化と利用促進

取組の方向

・船上山少年自然のや大山青年のFなど喜青少霞空教育施設において、利用促進を図るとともに、学校と連携しながら、自然体験，間内

鰻量E25る室長著制域様々詩町会 的 ニ ー ズlこ対応ーの拠点以り制づくり』の拠点として機能

事業・取組名

:i離電器FLの家の運営

主題討議拘子の発行
:言概喜多清宮協融研憾の鵬
青年の家体・感・祭①春の親子フヱス子ィパJレ②秋祭り

最終評価

担当課
自己E価 B I 評価理由

ほぼ計画(予定)どおり推進している。

[社会教育課1
0県市町村社会教育振興事業では、市町村との合同研究協議会を実施
し、青年教育の充実や家庭教育支援などについて協議を深めること訴でき
日

O全県の社会教育関係者研修会や、社会教育振興大会を開催し、資質向
上を図ることができた。
O社会教育主事講習[BJを県内で受講できるようにし、講習の運営と受講
生の指導に携わった。
O生涯学習セン事ーの管理運営及び今年度から委託した「未来をひらく鳥
取学』の運営をi直切に行えた。
0船上山少年自然の家・大山青年の家において、子ども達をはじめとする
多〈の団体が自然体験活動を行い、好評価を得ている。
[中部教育局]
O公民館長、主事会等で、公民館施設の果たす役割を伝えたことで、事業
を見直すきっかけとなっている。
[西部教育局]
O各部会の部会研修へのアドバイスを通じて、先進地視察等部会員外に
も呼びかけ積極的な関わりを持った取組が見られた.
[船上山少年自然の家】
O年度当初の事業計画を順調に実施した。また昨年並みの施設利用が
ある。
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平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組{年度末現在)

課題

6図書館機能の充実

取組の方向

【大山青年の家】
O主催事業や杏種団体の受け入れ、施設を，舌用した青少年の育成に取り
組んだ。

平成26年度目取組と成果

成果

課題及び今後白取組

今後回取組

・「県民にI立ち、地域に貢献する図書館Jを目指して、県立図書館の「仕事とくらしに役立つ図書館Jr人の成長・学びを支える図書館Jr鳥取県
の文化を責も、図書館」としτの機能を.~寒します。
・県立図書館を核に、市町村立図書館、学校図書館や関係機関と連携し、より多くの県民の図書館活用を推進します。

戸塑・図書館ビジネス支援推進事業
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-くらしに役立つ図書館推進事業
.郷土情報発信事業
子ども読書活動指む・事業
環日本海図書館己主t事業
-市町村・学校図書館等協力支援事業

最終評価

自担己当評課価 A 
目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

評価理由

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) I ν 成果

【図欝 |事轟ピ
5息苦FF苛常器ヂ糊び情制集活用力セ I~踏謀議芸ffi鶴1%523Rtzi臨時矛
鱒肉親器調鱒li静寂誠事言語擁立二:
帯椴麟言語7;;i??実施二百開 lF252?おぞま援機能郡一業や商品開発につながった

鵠議事脇佳謀議税務li協 ZF隣諸丹駅長?ける脚い

2苧に智謀議会総事明日濡鍛五ljf鞭抱」協縮慨は期締釘増
O 者サーピスの一帯として「ゆきリレー講演会」州たまイキ|明噌守の実践常務概野手書離脱喜お

勾丹空母k-7総長号官協融関ぃl場主主521〉幸司lfふ蒜手 、 i lo舗や5触、冊子の作成出通一〈の方叫こつい

伎で設置し行事であ主い L 設すZょう働認疋JZ訴す|5fi土品Jこと町議。

世EZ弱気12村 で |る都議ぇ、駐車喜への島心が語えた。

織器禁交野験場SJ玄関限定語

3韓議事欝鰐党本;:itやみ;
鶴芸品開顎手粧品32Uとふ固
く市町村・学校図書館等協力支援事業〉

;ii機購;;;;LLi開講壁話器;:it
iiiii島建議調書首謀季鋭鴨鮫:家
利議広島都:う !即ンを実施し、鴎館へり新

シ緊躍閥均調鍛2日以問書が聞流

課題及び今後の取組

課題

[図書館]
く図書館ビジネス支探推進事業〉
言図書館のビジネス支援機能を活用し、起業商品づくりにつながった

例を事正収集し、図書館のビジネス活用について積極的に発信する
必要がある。
O中西部地域では図書館のビジネス支援機能がまだ十分には知られ
ていない現状があるため、より一層、取り組みを定着させ、県全体での
図書館のビジネス活用を推進する必要がある。
Oデ一書ベースを使った情報収集などピジ才、スにおける図書館の活用

今後白取組

[図書館】
〈図書館ビジネス支援推進事業〉
0図書館のビジネス支援機能の活用方法を紹介するセミナーを実施し
たり、図書館のビジネス支援機能を活用して起業・商品づくりにつな
がった事例を発信する広報活動等を実施し、県民、特に企業関係者、
農林水産業者、産業支僚機関!こPRする。
O県立図書館の専門資料や調査機能を活用し、全県域での図書館の
ピシネス支援体制を推進するため、地元の図書館と知力し、中西部地
域におけるピジ才、ス支fサービスの定着に取り組む。
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方法について、セミナーの開催等によりさらに県民に周知してい〈必要 iくくらしに役立つ図書館推進事業〉

ぎなlこ役立つ図書館推進事業〉 122組常務雪害品111苛J鶴港謂皮金 品品
OE百の普及や録音図 等の利用サービスをよりいっそう園小障が|館への普及を図も
い者サーヒスの充実や障がい者への県民の理解促進、啓発I~努める lorいきいき健康浸寿J普及用パンフレツトの作成や「いきいき健康長寿
必要がある。 1コーナーJの設置を促進し、高齢者サービスの向上と周知に努める。
orあたまイキイキ音読教室Jなど図書館で行っている高齢者サービス 12市町村図書館と25カして、認知症予防を積極的に実施してい引E祉
についてまだ広《県民に周知されていないので、市町村図書館と協力|施設、公民館、病批辛と連携して音読教室を実施したり、健康長野に
して、普及に努める必要がある。 1役立つ図書コーナーを設置し、モデル的な取組事例を作り、その成果
O図書館で得た情報が生活の中で具体的に役立った事例を収集、情|を県内に普及する。
報発信し、市町村図書館等と協働して、県民に「くらしに役立つ図書館JIO市町村図書館満員や地域で音読教室を行うリ-'.tーを養成する。
というイメージを一層定着させる必要がある。 lorいきいき健康長寿リレー講演会」を市町村に高齢者サービスを広げ
く郷土情報発信事業> 1るため、市町村と共催で県内4か所で開催する。
0ふるさとのことを伝え、愛着心を高めることに寄与できるよう、関係資|く郷土情報発信事業〉
料リスト作りや情報発信に一層努めることが必要である。 10引き続き、鳥取県出身の文学者及び鳥取県昔日舞創にした優れた文
〈環日本海図書館交流事業> 1学作品を魅力的!こ発信することとし、平成27年度は大江賢次生誕
0県内全域からの利用や外国人利用の促進及びそのための情報発 1110周年を迎え、関係樫関と協力連携した発信を行う。また、戦後70年
信に努める必要がある。 1の節目の年でもあり、県や市町村の事業と告イアップした発信を行う。
〈市町村・学校図書館等協力支援事業> 1<環日本海図書館交流事業〉
0小・中・高等学校で一貫したt貴報活用教育の推進を図り、今後一層、 IQ環日本海交流室開章20周年記念及び国際交流ライブラリー開設1
学校司書の記置と学校図書館澗係者を対象とした研修の実施を各市|周年記念フォーラムを澗催し、県内在住外国人等の利用促進を図る。
町村に働きかけをしていぐ必要がある. 1 <市町村・学校図書館等協力支量事業〉
0中学校図書館の活性化・利用促進を図る必要がある。 10県立図書館が児童生徒の主体的な学ぶ力を育成する学校図書館
O各図書館と連携した図書館利用の促進を図る取り組みを実施する.1活用教育を推進してい<.

@博物館機能の充実

om学前から小、中、高等学校まで、一貫した見通しを持った学校図
書館活用教育推進ピジョンの策定とハンドブッヲの作成を行う。
0開館25周年を記念したシンポジウムの開催と、図書館の利用をさら
に増やすための来館や利用及び読書を促すキャンペーンを実施する。

取組の方向 | 
・県民が、自然、歴史F 俗、美術等について、常設展示、企画展、講演、体験活動等を通じて、教養を高め、感動や新たな発見が生まれる「魅|
力ある博物館Jづくりを 進します。 1

:関望書株主糊品も主張f齢E豪華鹿島知書簡綿手，1:1:'"に、授業の充実I~資する講座の提供I~*めます。 l

事業取組名

・今後の博物館のあり方検討事業
.企画展開催費
・博物館運営費
・博物館交流事業
・収蔵資料管理事業
.自然・人文・美術事業費
-博物館普及事業費 四 宮

・シオパーク音楽しく学べる学習館充実筆業
・「山陰海岸ジオパーウJの魅力を学ぶ講座開催費
.山 海岸ジオパ-'7映像資料充実事業
・デジ'J.Jレミュージアム推進事業

最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

課題

[博物館]

平成26年度の取組と成果

成果

課題及び今後の取組

今後の取組

|【博物館]

-23-



or今後の博物館のあL方検討事業」で1立、平成26年度に委員会でま
とめていただいた報告書をたたき台として、県民の議論を深める必要
がある。
or企画展」については、多くの県民の方に来場いただけるよう、より一
層の周知を図る必要がある。

P 

目 24-

or今後の専物館のあり方検討事業lこついては、鳥取県立博物館現
状・課題検討結果報告書に基づき、県民の意見を良〈聞きながら、必要
な施設の整備を進めてい〈。
or企薗展Jについては、 HP、ポス事一、チラシ等を活用して広報すると
ともに、メディアへの積極的な情報提供を行う.



アクションプラン最終評価

陛竺盟
副務総書門教局務事企

A員委育教
'

名腐

捌

所

目

ロ
翠

(1 )項目 12学ぶ意欲を高める学校教育の推進

(4)幼児教育の充実

【目指すところ]

①幼児教育の充実
②子育て支援の充実

(j)幼児教育の充実

取組の方向

:李鵬網整;関空2討論議器253鰍鱒撤議官協教育舗を共有で
舘擁護主義誠需品轍蹴盟橋脚削損害影高~~X')~3;<H0 J 

議盤整霊長活一進事業

自担己当評課価 B | 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

F
同
Jv

n
r
h
 



2箆鍍犠i護蕗i島}砧躍孟議箪鶴諜5翠桝z軒ま需3議轍鵠煽慨t慨|弾?議弾i溢鞠略菌噛錨語鵠i時己調号鷺訟桜概;窓f詩f酢伊昨詑択郎1<立〈Z浦硝喜弱品尉勘畠匙蹄蹴:主為恥h告私私恥いLい川岬、吋叫て叫保
定的に評価)入。 1<幼保連携の取組〉
〈カリキユラムの普及促進> 10幼保連携の相互理解研修への参加者が拡大している。
05月叶月に、市I枯草の研修会摂議混開銀議院|践者背-1E員 育振奥庶: i鱒騨鰐蹄1?鰯柑鵬品蜘4品向叫……~ゐ伽伽陥問……研陥一…一儲開悶即…等靭耽ねに崎=諸お郁恥Mい川…、吋て
自2誌も主勢包苦撚空2潟Z訟t戎掛5詔5忠号現思自舗覇君繋2需穣震引(1菅2言語品凸印〈でき社た。
た 10束部地 全域で「烏取日煤阜幼保小連携力リキユラム」の活用法につい
2淵淵顎料脇協主繍捌端訟繍繍鵬話縦臨語ι醐鵬鵬主説品邸捌腎臨時軌包旨h明、1慣I馬虫鴨慨i5位位伊伊3支支?Y:ど伊?門吋:???門吋勧砂釧「吋lリ1)布lpi2払恥音事桝主品言仁ザズ鵠つ吠一た

. 諸諜繰禁謬雲i鰐Tぜ骨f許?の職鵬員の州相互盟理酬帥…園酌13咽園 研儲判引叫I~炉終!詐F搾;喜拙川叶;き協除銑杭
3連1思議i鵡鰐按。22ir
の育成をめざした幼児教育の在り方について、指導を進めることができ
【西部教育局]
。圏訪問時に、環境構成や保育者の援助についての質問・話題が増
加した.
Or幼児教育振興プログラム」に基づき、『遊びきる子ども』を意識した
実践や保育改善を行う国が増

与忠弘吉弘官:ZR瞬間寝室i認さ議室号事室主|紘325肪官i忠誠桜主主主教組問手ESS
抑鵠保土 研 5@llllHlI1 I総協訪問問団31艶1L騨霊園間;品抑制町園長会 li?競争勝瀦1155P設立27;r
【西部教育局】
。保育の専門性の向上及び保育士の資質向上につながる研修会の
き也児教育振興プログラムJr幼保小連携カリキユラムJの理解と活用
8諜的な閣を促すための保育実践l司見点を当てたりーフレツトの
き漣当課との連携を図った、西部地区すべての市町村(全国ではな
い九方問

|譲理量豊識ZZ震護主耳鳴膿Fする支援 | 

J課題及び今後白取組
課題 以 l 九 f 11  1 11 〈 今後白取組

Bli刊号Jキユラムを活用して幼稚園教問育士等の欄力[~官 訪充実のため、圏内研修用索材(実践事例集、研修用
肱島J営銃器増進し固での実践を支援する。 I脇bSK向けた合同研修会や全県での研修会を鵬す
82自宅251hお長践と家主義も2選錨調子保護|晶育セン←]
き22喜協議推進を図る。 122謀議間接続可躍こ首長官緊急犠
【教育セン聖一】 lから、幼保連携型車定こども圏の保育 諭も研修の対象者とLて加

帯考鴇禁2為謎鵠皇遺謹里壁f;絞2諒3議鰐t等等説綴?騒5主弘弘晃副l討討2弘5d?思艶鰐f曾手摂具良.‘]型認一園教員閉師研鵬修Jと

j五皐針主担弓一人カが岬矧一〈噂申専軒F
向上を図るo 1 F用百す . 
品毒炉詰TF幼綿帥州…保伶削帥IJ岨l崎寸喧立z::詰詰立z立早立;:立立::tに鴫こ推雌進む。 国=判よ州刷り悦書 g罪閤蜘野舵P均撒蜘詰鞍縦綿島能締鰐t官惜慨ま鰐鰐関空緊期嬬z甥瀦思採鵬露制誠鵡海説融語品組註品品胡t鵠慨慨草腎輔句甥慨詰鰐鰍摂撚R貯伊矛戸援

i踊嬬議畿鞍鵡試?I長誌ii立iZ::LLLLh日印……ユ巧品判ラ弘叫ム判Jに…基凱U汎和、
発 (- 1山【西部教育局】

饗襲伊搾噂嚇3;襲韓齢喜語語齢長語騒J議}諜替態乱ニL凶一な机一L

i欝;静事耕寵曙藷3購握麟鎧鰐!顧犠顧鵠!警藍臨鵡普藍寵盟Z語諒;2;詩需詩草謂器こ
|行っていく。
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母子育て支援の充実

;覇鞠轄関隣轟?静静伊酔炉静静静緋桝炉弘協擬臨跡三翠弘私1弘弘H泊Iこ捌………の繍併伺仇教鮪欄昨育宵恥1に口こD司一一つ汎町L川て

;室自製欝斡2Fれい蓄汚糟E事摂標長緊警生活をつなぐ蹴推鵠業
j?ii語副島襲道警悪事子育て支援問問)

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在) I 成果

課題及び今後の取組

I 課題‘ 今後の取組
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( 

アクションプラン最終評価

問機
指
方

総
地

図
ロ同...'<1..，鮪委肱輔局)鮪総牒

兎目選制

(1 )項目 12学ぶ意欲を高める学校教育の推進

(5)学力向上の推進

【目指すところ1

:'D学校と家庭が協働した学力向上【1-(2)に再掲】
E自らの将来に夢や目標を持ち、主体的に学習する児童生徒の育成
②基礎学力の確実な定着とさらなる伸長
⑤教員の授業力向上
⑤学び合い、つながる環境づくり
おかJキュラム改善

l児童生徒へ科学やものづくりの楽しさを知る機会の充実

①学校と家庭が協錯した学カ向上【!-(2)/'こ再掲】

取組の方向

:霧車著者員72長思惑もtE芸能舘鑓蓄器者瀦2錯す著書P諸問務ま議事おを推進します。

事業・取組名

・保護者と連携した生活習慣づくり(心とからだいきいきキャンベーンとPTAによる子どもの生活リズム向上事業等との連携)

最終評価

露主草謹諮zt論義論議議鋭襲建制立措雑跡誌、設ずれ裂蝿選帥金
B 自担己当評課価

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等
ド一 一 平成26年度の取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在) 成果

課題及び今後白取組

課題
h品、一、、

今後回取組一

【Oに【0教小つ本継育中いキ続学総てャ的務校ンのに課課ペ認、詰】】奇ー告ンPをTの高A更でめ生なるる活こ普と習が及慣必啓の要発見。に直よしりの、取基組本を的行生う活。習慣の重要性
要【O【O教小児P。育中T童A総学に・務生校よ課徒課るだ子] ] けでなく、保護者に対しても効果的な啓発・広報が必

どもの生活リズム向上事業は、事業終了。

②自らの将来に夢や冨標を持ち、主体的に学習する児童生徒の育成

「1Il!1Jl0l:五五ごてごてで-------士二三---τ;;二て二二三;二二二二二二二二一二コ

ー28-



.PTA等とi童話寄しながら生活習慣の大切さについて啓発するとともに、家庭での取組を呼びかけ、子どもたちの基本的生活習慣や学習習慣の | 
定着を図りす。[再調1-(2)】
ー本験活動や探究的4学習に取り組む学校の増加を図ります。 I

事業・取組名

・保護者と運開した生活習慣づ〈りかむとからだいきいきキャンペーンとPTAによる子どもの生活リズム向上事業等との連携)

:22穆プロ務ト事業
-キャリア発達支援事業

:音壁紙:gの 星雲理解促進事業
鳥取発!高校生グローパJレチャレンジ事業

:謹撰韓事業
最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在Y 成果

課題及び今後白取組

課題 今後白取組

るよう、県内

の指導の充
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O学校や地織も独自に海外の学校や地域との交流を進める中、アジア10英語教育フォーラムを開催し、小・中・高一貫した英語教育の取組と
以外の地域への高校生3遣も検討の必要がある。ロ |その成果を全県へ広げる。
0小・中・高等学校の「聞くJr読むJr書くJr話す」の4技能の到達目標を
一定程度進んだ。

③基礎学カの確実な定着とさらなる伸長

取組白方向

もの・-・基全自う確と礎ら国立すの学的をる学、力目学基校・指学校本がし習に的抱ま調対なえす査し知る。ての課識、結題、積技号刊果亜能し等的っををなか確有支り実効と援にに把を習活握行得用しいさ、しませそ、す現の、.児状解U童再分決釦掲析に徒3に向-の(基け11個づて)】にい、コ応てミじ、ュた課ニ題学テ力解ィスの決ヴ伸にー長向Jをけ図たり授ま業す実。践に取り組むなど、学校でのPDCAサイウル
レの導入や土曜日を活用した取組など、先進的に取り組

事業・取組名

最終評価

晶君品 I B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等
ノ

平成26年度目取組(年度末現在)

推進事業

徒の学J:意欲が高まっている。
Oイングリッシュシャワールームやとっとりイングリッシュヴラブの実施によ
り、中学生が生の英語に触れる株会を提供し、英語を学ぶ楽しさを伝えて
いる。
[東部教育局]
O昨年度の課題解決を踏まえた授業改善ドフーヴショップを企画?開催し、
ねらいを.成することができた。研究指定校を中心として、指定校以外の
学校に品事〈除わり、国・学主づくりのポイント集を活用しながら、授業改善
をねらった指導・支援を行うことができた。
【中部教育局】
O中部版スウラム教育連絡協議会で協議し、講師研修会や研究主任等研
修会を開催し、若手教員の指導法改善や研究推進体制の構築について臼
導を行ったい、また、計図訪問において、授業改善についての指導を行
い、教員の授業力向上を図った。
【西部教育局】
O資料作成及び活用による要請訪問における指導助言の充実をし、校内
授業研究推進体制が充実してきた学校が増加した。

平成26年度の取組と成果

成果

-30-
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③教員の授業力向上

取組の方向

授・-・教児授授業童員業業力生品改のを、草満高認が足にめ知取、度、科「授をり分学組測業か、むる改る学教た革喜習め育びを科の研進」学やア究め、ン「団まで教ケ体すき科ー。のる指ト【楽，3を導舌-し勤活(を1さを2用貫」)支をにす〈学実再援る習感掲しな、理し]ど連、論し学携なや習しが指て意ら導教欲、の授職を手業員高法にのめを満研る学足涜授ぶす業活なる、動ど課生の、題徒活授解の性業決増化の能加を幅力を函を図や広りり思まげます考るす.力取。【を3組-育を(1む2進)に授め再業ま掲がす】展。開できるよう、教員の

事業・取組名

最終評価

[小中学校課]
O授業力向上に関わる3つの事業においでほぼ計画通り取組を実施でき

自主別支援教育課]
Oエキスパート教員による授業公開及び研修会については2月末までに全
員が1回実施、小学校特別支援学級授業研究会におけるエキスパート教
員による指導助言を2回実施した。
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担当課
自己評価

B 評価理由

【教育セン聖一】
Oアドバイザ一派遣事業や、スーパーパイザーによる学校教育支援事業
の実践的研修の成果の報告や資料を教育セン世-HPで青E提供してい
る。
0本年度新設した道徳教育推進教師研修や講師研修など、教職員の教職
経験に応じた研修や、教科・領域指導力向よゼミナールを計画通りに実施
することができている。
【高等学校課]
Oエキスパート教員の計画的な育成(明成27年度から新たに5名を認定し
35名となる)と、継続的な研修の実施薄により各高校において授業改革
への取組ぷ浸透Lつつある。 守 柚

OグローパJレ化に対応した英語教育改革のための研修体制の整備に着
手し、生徒の英語による言語活動が中心となる授業づくりに向けて、改善
の方向性を示した。
[東部教育局】
O研究推進リーダーを対象としたワーヴショップと、エキスパート教員の協
力を得て授業力向上を図るワーヲショップを開催したところ、多くの参加者
が高い満足度を感じていた。ポイント集を活用して指導・助言を行うことで、
全員参加型の授業研究会を進める学校が増えた。
【中部教育局】
O講師研修会や研究主任等研修会を開催し、若手教員の指導法改善や
研究推進体制の構築について指導を行った。
0計画訪問において、授業改善についての指導を行い、教員の授業力向
上を図った.
【西部教育局1
0研究指定校に対する継続的なかかわりによる校内授業研究の充実を
図った。

ほぽ計画(予定)どおり推進している。、
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課題及び今後白取組

課題 一一一「一一 今後白取組

gyi持続忍融機22疎開的な15麟;協開問調 開

LlZ工 隷加問、授蜘蛤や研憾の実 施 間 情 lizt勾欄思議官寵宝議iTZ義務験管
。エキスパート教員が認定されていない教科・領域等の教員の授業力|泊りとする。
向上。 1【特リ支援教育課】
f教育センゆ-J 10青報発信について、現在は2週間前を目安としているが、できるだけ

幅五藷謀罪;醸罰百一関
議選議議轍私一|轡臨閥謀議言
葉懇段、て…以トJ…習到達…のl甥品ごまお;;::z;;!?;zzy
FJ陪……づ〈り』へーl伺糊綴55慨擬認識
殿堂諜向悦取組が充分に進んでいない学校仏 Ir東部教〓

g普臨諸君員会、学校と連携を図った事の推進 |シまの問問生かした授業づくりの理解を進めるためのワーゥ

O人材育成に向けた西部教育局としての具線的な取組 10要請訪勘での指導助言
【中部教育局】
O研究推進の進捗状況に応じて、市町教育委員会と連携し、支援策を

罷Fj問機器官品盟主臨
O局主催の研究主任研修会を実施し、教員の授業力向上に向けた校

建饗議室設議謀議宇野所管する市町槻

⑤学び合い、つながる環境づくり

取組の方向

同号3吉野?ウラム教育推進事業」での学校種を超えた連携取組の成果を、保護者、児童生徒、教職員と共有しながら、全県に拡大するよう

ほ;車勢¥霊知塑湾指紋期間教科における言語活動などの鵡、学び合う環境づくりを進め、腫生徒の

ド教員同士が学び時きい、高め合うネットワ-'Jづくりを推進します。

十事業・取組名 | 
一一一一 一 一一一一一一 一
川暗唱さ取り組堵控号子ツ力yプ事業 | 

議議案審議議教育 l 
最終評価

自担己当評課価 B |評価理由 韓i環器差問Jff建伊主主張jpd誌醐繍品森易喜協誌瀧F，H 
ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取締と成果

平成26年度白取組(年度末現在) 成果

男教0【小員「授中プへ学主業の校改成課革謡果ス1のZテ普暴ップ及露アのッ禦足プが事品か業り」涜とI立し、た蒜第。1蒜国連騨絡協2議2会2も開催鷺、ア?ンEケFー アO猿【小ッf授中プ欝学事業校改業践革課」で]スはlAテL、ッエ甥プキアスッ韓パプー事民ト業教J主に員匙おにけよ2るる7校中2学区4校去の小区費実中三学践品校校員ににスおおテいけッてるプ、

q
d
 

q

‘u
 



課題及び今後白取組

課題 今後の取組

器儲B泣z鐸轄官品品hの貝務縮2穏鳴効霊議果Z叩叩是悶##詰葉義講義哲鳴思鵡鰭沼重競聖繋払鯨E官諸瀧鯉1涜鴨富韓智滋綴脇是智強主続化Z盟詑蜘

@カリキュラム改善

取組の方向

画-・・・児司県県的書童立立に教生高図利徒等諭書用学館、がし学校、、、校優県児の浬孟れ図学博1書た科主目芸総官物、官術コ館司のー日に書に主ス触体お、核れい的カてるとリ、し機、意キ授て会ュ欲、業ラの的学等ム充な校でを実学国社のに型E会書必取活館要のり動の十要組や学資請み読習料にま書・、応す情活活じ。報動動てセのの、ン改充場11善実のーし桂を提ま射図供能すり等の。まを活ず通用。し強て化に学校全体で取り組み、 全教科で学校図書館を計

授業づくりを支援します。

事業・取組名 、

・.特市小f地旨例導減町中教連方を村担携;育L去学うで課の人校取程改図財り善に書育組よに館成むる闘等事授地す協;業業域る力改研実支革究践援ス事研事テ業究ッ業((教プ教ア育育ッ研課プ究程事開研業発究事指業定)校事業)

最終評価

品fL B 評価理由

ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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課題及び今後の取組

課題 今後白取組

⑦児童生徒へ科学やものづ〈りの楽しさを知る機会の充実

取組の方向

・児童生徒の科学、ものづくりに対する興味関心を高め、地域産業を担う人材育成につなげます。
.科学やものづくりを学ぶ高校への進学希望率の向上を図ります。
・学芸員の派遣や博物館資料の貸温し、講座や講演会の開催などにより、科学やものづくりの楽しさを伝えるとともに、教員への教材づくり支援
などにより、観察、実験など体験を通した学習の充実に取り組みます。

事業・取組名

-平成26年度「ヰ警の甲子園ジュニア』鳥取県大会
.サイエンス教育推進事業:3物館普及襲警しむ科学まなび事

来に設立つ「もの-:5<U教育」実践事業

最終評価

寸
寸
|
|
l
J

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画{予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在)• I i 成果

F
h
J
V
 3

 



〈未来に役立つ「ものづくり教育」実践事業〉
• Fablabとっとりを鳥取市文化セン告ー内に開設 麟韓三三官官盟主

税金叫hZ鱗読書銃器
科学の面白さを子どもたちこ伝えるネットワーウが広がった。

;ji盤欝蕗EZ
課題及び今後叩取組

課題 今後の取組

【小中学校課】 圃 |【小中学校課】
OH25年度に比ベて県大会への出場生徒数が減少o 10鳥取環境大学及び県中学校理科部会、数学部会との連携を深め、
【教育セン告ー】 |中学生の理数系分野に対する興味関心をさらに高めていく。
O事業についての周知と受講者を増やす工夫が必要。 1【教育セン聖ー]
O他の部署や研究団体との協力体制の構築や調整が必要o 10校長会‘ a絡当を通じて情報発信し:取組の周知に努め、また、博物館
【博物館1.. .. _ .. ... 1との連携昔前Ill!を新たに開設し、サイエンス教育の更なる推進を自干旨
O移動博物館及び各種普及講座・講演会の実施に当たってl士、より多|す。
くの方に楽しんで博物館を活用していただ〈ため、集客が見込める満足|【博物館】
度の高いプログラム編城Uをする等の工夫が必要であるo 10各講座等の参加晴数調査や、アンケート調査で把握した県民のニー
【教育・学術振興課】 |ズや志向を今後の動座等の内容に反映させる。
と楽しむ科学まなび事業> 10HP.ポス告一、チラシなどを活用して広報するとともに、メディアへ積
Oとっとりサイエンスワールド |極的な情報提供を行う。
.H26でS回目を迎え、小学秘の時から毎年楽しみにして参加して〈れる|【教育・学術振興課】
小中晴生もいるが、マンネリにならないようワーヴショップの内容の見戸 10楽しむ科学まなrJ.事業(科学教育振興事業)は、関係者のモチベー
置し〈必要。 1シヨンの維持・向上のためイベントを一つひとつ着実に実施し成功休犠
O科学教育振興事業 |を積み重ねていくこと、県も一緒にイベントを盛り上げようという姿努を
・理科教員・おやじの会や高校生のボランティアの熱意に支えられてい|示してい〈。
るため、関係者のモチベーションの維持・向上に配慮してい〈ことが大 10楽しむ科学まなび事業(楽しむ科学教室)は、イベントなどの実施法
切。 1通じて高校や大刊の理4教員bの連携を深め、その中yトワーウを逼じ
O楽しむ科学教室 lて高校生等へ積市霊的に声がけを行う
・近年参加者が減少傾向にあるため、参加者増のための高校生・大学 10楽しむ科学まなび事業(とっ.!:<)サイエンスワールド2015)は、鳥取県

私銃器ESfZLづ号教育」実践事業> I護霊祭主お諸問謀議品協お私芸課522
0ものづくり人材の発達過程を通じて、各段階に切れ目のない良質な|を検討する時聞をつくるよう努める。
ものづくり学習の機会が継続して提供されることが大切で、そのために
先ずは、公教育の中で大きなウェイトを占める公立小中高で、ものづく
り技術教育の充実が必要三が、すぐに教育現場の理解を得ることは困
難。
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アクションプラン最終評価

所属名!教育 委員会(事務吋糊 陸型里
事国選刺
市福 一一 一- [2亭蒜福扇孟学校教育の推進 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

(日)特別支援教育の充実

【目指すところ]

①自立と社会参加の促進を冨指した教育環境の整備

斡静観:iizzzzどまZ212232;;22z:でよ

:覧翠議岬dlの芸!器産援学校運営費)

鍔実!纏寝室濡怠騨紛
;2別支:号号欝議事業
震宣言Z濡言語都議室喜重量費理費
;襲撃時襲五管理費
:諜繍奪取ijZ需品Z4育の推進

自担己当ijiJ!課{面 B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

評価理由

平成26年度の取組と成果

成果

[教育環境課J I [教育環境課]
0特別支緩学校へICT機器の追加(433台)の整備を行った。 IQICTを活用Lた教育，舌動に取り組むためのハード面での環境整備が
O裁量予算の制度を持続可能なものとするため、予算額のベースとな|図られた。
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2②特別支援学校のセンター約機能と学校関連携の推進

取組の方向~

・県立特別支援学校において、教育相談や研修など、地域の特別支援教育の拠点として、機能の一層の充実を図ります。安た、域内の教育資
源を組み合わせ、学校間違慌を推進する己とにより、インヲルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進に努めます。

l輔 取組名
・特別支援学校管理・運営事業

最終評価

ーー一一!

B 
[特別支援教育課]
O小中学校特別支援学級担任濯対象とした進路研修会の開催により、障
がいのある児童生徒の進路の道筋について理解が深まった。
O医療的ケアが必要な児童生徒に対する対応方針をまとめることができ
た。ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

鮮語:高山:学特[00特特別進校別別支路の支支1研進援援学修路教学校会指育校導のの課セ実のの]ンセ施理告ン解に一舎よ推一的る進的機、を小機能図中能のる学概一こ校覧要と特がをので別周配き支知布たす援に。学るよこ級りと、担が県任で内のきの特た学別。校支に擦

課題及び今後の取組
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/ 

課題

【特別支援教育諜]
O特別支援学校のセン者一的機能の具体的な内容について、市町村
の理解が不十分.
0外部専門家の人材が不足しているため、活用が不十分。
O特別支援学校における医療的ケアの実施に係る課題への対応につ
いて、学校現場での実施に反映させること。

今後の取組

【特別支援教育課】
0特別支援学校のセン告一的機能の具体的な内容をよりわかりやすく
市町村へ伝えるための情報供の工夫。
Qp丁、 OT、ST等の外部専門家の活用の拡充。
O医療的ケアに関する教職員に対する研修の見直し。

。場'1flæ.~'ft亨ï'Jj，、小学校、 J:þ~哲夜、，害等学校周でのiÆíff;控のJ;~議~f亨の援活

同師五百一一一一一 一一一一一一一一一一一ー 一一一一1

3鞘諸課斡ま協賛語製1223野町重量鍬路線庶務務fS聖誕思議官忘る教育の 推進こ引

閣晶、学校が、圏内、校内委員会を開催し、適切な支援方法の検討に取り組めるよう支援を行います。 ιi 
事業・取組名

・幼児教育充実活性化事業
・発達障がい児童生徒等支五事業
地域生活支援事業(発達障がい者支援セン聖一事業)
障がい児等地域療育支援事業
・発達障がい者支援体制整備事業(発達障がい支援人材育成事業)

最終評価

自担己当自課価 B 評価理由

ほlま計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在) 成果
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課題及び今後白取組

課題 今後の取組

@/j個別の教育支援計画j及びf個別の指導計画jを活用した指導と支援の充実

取組白方向

調奴鵠院五詰S;frrsJ習をまgrよJ。層鵡するよう、『個別の教育支援計図J晴づき、各教科等に括ける配慮朝等を明

事業・取組名

・特別支援教育総合推進事業
.心の育み支援事業
・全校体制で取り組む特別支援教育の推.
・発達障がい者支擁体制整備事業(発達障がい支援人材育成事業)

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ぼぽ計画(予定)どおり推進している。

f 

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

| 一 平成26年度の取組(年度末現在)

課題及び今後の取組

課題

t 、 一一

成果

今後の取組

O滑[特幼な別引保支継小援ぎ中教の高育仕の課組校]み種作聞りにのお工け夫る。ri固 ~IJの教育支援計画」を活用した円 促O[特個進別別。支の援教教育育支課援司計函作成・活用マニュアル改訂版の配布と，舌用の
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[東部教育局1 I【東音教育局]
0特別支援教育主任の専門性を高め、特別支援教育の質の向上を図 19巡伺相談?要考相談において、学校の課題号決に向けたアドバイス
ること。 1を継続的に竹つ。での際、「元気が出る圏・学校づくりのポイント集」
0特別支媛学級担任の専門性を高め、児童生徒に合った指導支援の Ir特別支援学級担任のための手引(実践編)J等を活用する。

務窓会言融] lS間15i繍持蕗2zEP脇盟EU謀長持事弘
O個別の支援計函が切れ目のない支援のためのツールとして、各移 |けてのアドバイスを行う。
行期に確実に引き継がれていくこと. 10巡回相談で、学びやすい学習環境、わかりやすい授業づくりという視

点において、学校と協議する時閣を設ける。
[子ども発達支援諜]
0発達支援コーディネ一書ーのスキルアップ研修において、移行支援
会議における個別の支援計画の活用促進を働きかける。

⑤発達障がいを含む樺がいのある児童生徒等への一貫した詣導体制の確立と関係機粛との
連携の充実

翻訳期一一一一 一と労働樹蹴帥……止時蜘悶一等駒抑吋の欄棚関鵬…係…機欄蜘関駅と

事業.取組名

:言語豊がい意書等事業
:離132iJ臨時窓ツトワーク事業

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほ1ま計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

1 平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題及び今後回取組
、

課題 今後の取組

議議弘事警護喜怒主謹;務;;;長iti思fZ吉野72昌7弘L一の輔時凋

ツフに対す

6 
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@キャリア教育と移行支援の充実

取組の方向

諮鑓:協磐議議前25教育を推進すると品目ti:;学校??J222t222Ll:2
13?リ慰霊委員会として主接雇用をお説。初、それぞれの潜在能力ギ 最1 一

事業・取組名

県教室委ドこiけ硝がい者就労支援事業

;議長襲撃撫主違障がい者相談支援人材養間
最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している.

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在)

課題及び今後の取組{

課題

(1)教員の専門性の向上

-42-
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取組の方向

・障がいのある幼児児童生徒の個別の教育的ニーズに応じた適切な指導と必要な支援の提供ができるよう、教員の専門性向上のための取組
を行います。
・教員研修等により教員の資質向上を図るとともに、免許法認定講習等で、総合的な専門性を担保するf特別支援学校教諭免許状Jの取得率
の向上を図ります。

事業・取組名

・特別支援教育振興費
・発達障がい児童生徒等支援事業(小中高等学校管理職等専門性向上事業)
.教職員人事管理費
・教育職員免許事務費

最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組(年度末現在)

【特別支援教育課1
0教臓員が特別支援学校教諭免許を取得しやすくする認定講習の実施体
制の整備ができた.
OLD等専門教員の養成、教育相談に関する専門知識を有する教員の養
成を行った。

平成26年度の取組と成果

成果

費戸融関お時雌協の棚

た研修

なOと【0特すげ講小別るる座中支仕た学の援組め拡校教みの充に育を小おに整課中よけえ】学りるた1校発年。教達間員障でのが特研い別修の支派あ援る遣学児の校童取教生組諭徒を免へ拡許の充状教でがき育取たの得。充が実可に能つl 

課題及び今後の取締

課題 今後の取組

[0O特特鳥別別取支支県援援の教学特育校別課教支]援員教、特育別の支充援実学に級向担lナ任、中の核免許とな保る有人率材のの向育上成。。
研【8特鰐修別派支善遣援意の教計ま育国著課書的1自な実筆施書隷。主主71器5豊富鰐2舵12向けたI

@fit，若者Jt擦のヌ会実

草野錦織霊長山;ztJ;zdJ梅田一 1

・特別 苦言校早朝子ども教室モデ岬業

強襲警望号ス言建立主
:喜川::議集生J}院院アーに係る事業)

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と対応

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

蓄揮量智購慮ぴ倉時購議学袋一臨時むど臨時各 議罷室醤霊越理議主人謹L包27盟e.(J)蹴離間種支寄酷為
山臨

送迎車
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せO当事相ない談者こ者だとかかがらら話こはせそ、てで「気気き持る持ち相ちに談が寄が楽り実に添施なっっでてたきも」たらと.えいてう安感心想しがた多」〈「寄他せのら人れに、話

課題及び今後白取組

課題 今後の取組

@特別支援教賓と樟がいのある子どもの理解・啓発

取組の方向 I 

・教職員をはじめ、保護者、地域の方、広〈県民に対して研修や広報，舌動等を通じて、特別支提教育や障がいのある子どもの理解、啓発を図りl
ます。

事業・取組名

・共生社会をめざす文化・芸術活動支援事業
・学校教官支援事業
-あいサポート運動推進・連携・強化事業
・発達障がい情報発信強化事業

最終評価

担当課 A 
自己評価

目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組(年度末現在)

評価理由

平成26年度の取組と成果
、

成果一
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lに掲載し広〈理解啓発を図っている。

課題及び今後四取組

課題 今後の取組

⑩手話教育の推進【再掲2イ7)】

取組の方向

・鳥取県[~~いて九全国初g手話言語条例が制定されたことに伴い、竪立聾学校における手話での授業の充実のための教職員の手話技術の
向上や手語教育推進コーナイネ一書ーの配置など、教育面における手話に関する取組を進めます。

ド事業・取組名

¥手話で学ぶ教育環境整備事業

「
1
「
」

最終評価

A 翠
緑支校学るよ昌

H

・同d

E
f
e
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を
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のー一及古

編
普
徒

用
語
生

活
手
重

刻
J

山
崎
明

育
ブ

I巴

O

生
ド
お
校

同
問
ン
に
学

坊
ハ
校
聾

町
話
学
取

相
手
の
鳥

川口

O
等
O目的・目標を達成した.

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

手OO[O特話手手手別話話話を支身普技ハ援近能ン及教ドに支検育ブ学援定ッ課ベ員のウ]るをと受環L全検て同境者約校が9整の0前名え児年るの童度こ登生よと録徒がりが大で及あ幅きびったに教た。増職.加員しにた毘。付したことで、 | 

課題及び今後の取組

課題 今後の取組

[00と特手手手別話話話支普のに援及関普教支す及育援るに課学員向1習のけを効たさ果学ら校的にな現推活場進用ですののる学工た夫習め。活の動学の校一教層員のの充意実識。の向上 OのOO[特学学推手別校進校話支組ハ。に援織おン教ドけに育ブる手ッ課手話ウ】話普及普及び及のDV支窓D援等口員ののの学役活習割用教を促位材進置の。付，舌け、手話に関する学習
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アクションプラン最終評価

闘機
揖
出
h
H

総
地

図口I m ~411 教育委一局)教吋育醐糊総糊務
現目j迫哩捌

(， )項目 12学ぶ意欲を高める学校教育の推進

(7)社会の進展に対応できる教育の推進

【目指すところ】

成
成

育つ
育

杭
拘

込
山
川
成
問

吋
る
育
再

争
き
の
こ

同
一
生
材
附

衝
に
人
，
，
「

量
的
る
ロ

団
体
す
進
進

H

引
主
動
推
推

誇
を
行
の
の

に
会
に
育
育

県
社
的
教
教

取
報
体
諾
境

謀
議

①鳥取県に誇りと愛着を持った人材の育成

取組の方向 l

-児童生徒が鳥取県の歴史や文化をEりに思い、史跡、まちなみ、建築物、郷土芸能、「統芸能、民工芸等の鳥取里の様々な貴重な財産に触
れ、良さを感じるとともに、探求的な学習、調査研究等を過して、『郷土とっとり」に誇りと愛渚をtった人材の育成を図ります.

事業・取組名

-ふるさと鳥取見学(県学)支援事業
.郷土を愛する心情及び態度の育成
.ジュニア郷土研究応援事業

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度白取組(年度末現在} 成果~

日感私島塾知車問L糊、繍関IF説明M 臨開時を錨して実

課題及び今後四取組

課題 i

， 

今後の取組

O0【O【教小事郷鳥育中業土取学・学参を県校愛加術ジ課すュ校振】ニる興のア心増課郷情加]土及。研び究態大度会のの育事成務に局重の点強をおく学校の増加。 [OO[O教小事道円育中徳滑業学・学なのの校日開周時課振催知間】に興と等活向で課用郷け]てへ土、の愛関はを係育た団らむ体き学かと習意けの見実推交施進換。。を行う。

化。

②情報社会を主体的に生きる人材の育成

取組の方向

1-r人と人との聞のコミュニケーヤョンJの大切さを常に意識し、情報モラルの育成による新しいルールやマナーを身に付けた児童生徒の育成を
!図Mます。
ド警告居間E力やICT活用能力を備長、 唖値観に対応できる軟:を苧づたグローバル人 p育成揺ります
ドス干ートオンや携帯電話、ケーム穣 児}生徒に与える諸問遁1::遁初1=対応するため、関1*"1.農閥、団献薄と遺品して、情報モラル等Iこ関
卜する教育啓発活動を実施します。[再島村'3)]
トスマートフォシや携帯電話、イン告ーネット等 用いたいじめや犯罪等に関わる児童生徒の減少を目指します。[再掲3-(13)]

医監二ごこ二士ご二二二二二二二二二ご二7二二二二1
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-事聖職員pif修賛(情報モラル研修)
.ヲローハル・リーダー育成事業
・鳥取発!高校生グローパJレチャレンジ事業
.ICTを活用した学習環境の研究
・ケ一世イ・イン1>ーネット教育啓発推進事業

最終評価

自担己当評課価 B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

謀題

③主体的に行動する人材の育成

取組の方向

一 一一一J

評価理由

平成26年度目取組と成果

成果

課題及び今後白取組

今後の取組

・ボランティア活動、地域を学ぶ体験等に、学校や地域が連携して取り組み、地域を維持し、より良いものにしていく責任は自分たち一人ひとり
にあるという自覚を持ち、今後の社会の在り方について考え主体的に考え、行動する児童生徒の育成を図ります。
・児童生徒が、様々な社会問題を、自ら発見し、自ら学び、他者と協働して解決することができる力の育成を図ります。

直喜孟五三?三三三三三三三三三三三三三三十
最終評価

[高等学校課1
0とっとり夢プロジェウト事業等の実施により、高校生が様々 な事にチャレ
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B 
ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

【O高と等っ学とり校夢課ブ1ロジェヲト事業等の募集を行った， Oに【高向と等っけ学とてり校チ夢課ャブ1レロンジジェしウ、ト成事果業物でをは完、成3校さ3せプるロ等ジェ目ウ標卜をを達採成択し。た夢。の実現

課題及び今後の取組

課題 今後の取組

還O【高創元等造。学力校と課チ】ャレンジ精神を持った高校生の育成、:才ロジェウトの成果 [O高成等果学発校表課の】場の設定等。

@ヲE嘉義~'Hø援活12-(6)/'ご厚長Bl

昌弘鵠事長一一一i孟孟ぷiiL4-R
f毒事忘雇石

ヒ主電空主開空笠唖空空

最終評価

A 
目的目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組(年度末現在)

課題

一一一一一三ヨ
【特別支援教育課】

錦保協議F52謀議官昔話!?主による学校支援
O鳥取聾学校の児童生徒が手話で学ぶ環減を整えた。

平成26年度の取組と成果

成果

手O【OO特手話手手別話話話を支身技ハ普援近ン及能教ドに支検育ブ学援定ッ課べ員のウ]るをと受環し全検て学境者約を校が9整の0前名え児年るの童度こ登生よと録徒がりが大で及あ幅きびったに教た。増職。加員しにた配。付したことで、

課題及び今後の取組

今後白取組

0と【0特手手手地話話話支普の!こ援及関普教支す及育侵るI~課学員向]習のけを効たざ学果ら校的lごな同野活推岨用ですののる学工た夫習め活。の動学の校一教層員のの充意実識。の向上 0のOO[特学推学手別進校話口長支組ハ。に援お織ン教ドけに育‘る手課y手話ウ]話普及普及び及DのV支窓D援等口員ののの学役活習割用教を促位材進置の。付活用け、手話に関する学習

促進。

⑤環境教育の推進

最終評価

B 

【小中学校課]
0環境教育の大切さは十分理解されているが、環境教育全体計画作成や
TEAsmの取得までには至っていない小中学校がある。平成初年度学校教
育実施状況調喧では、環境教育全体計画作成済みの学校の割合は小学
校70.2匹、中学快44.1目。環境立県推進課のデー告では、 TEAsmの取得済
みの学校の割合は、小学校13.4略、中学校15.3百となっている。
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lまぽ計画(予定)どおり推進している。
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平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

i重量鞠各務臨訴事事h

課題及び今後白取締

課題 今後白取組

E【。高静会等舶学韻校課の】均臨し笠た野取指り刷拙、抵MZ晶智23F開 経【議。小中捌噌運教草累予】謀算@者開や協銅山2戸…す砧品iζ 開制陣

校の継続的な取
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アクションプラン最終評価

J
U
J一
間

問一
(， )項目 12学ぶ意欲を高める学校教育の推進

(8)豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

【目指すところ]

η草徳教育や人権教育の充実
いじめ問題等への取組
不登校ゼロへの取組

鰭533器包智充実

⑦道徳教育や人権教育の充実

取組白方向

・.・-児小各自童分教、中科を生学大等徒校切ののでに豊指はす導か、るなを学と通心校とじのも、て家育に、庭成、児他、、童規地の生域範人徒社意のが会識大本の切の来相さ向を持上互認っのにてめ連向いて携ける行てを能動、生力道でかをき徳し発る教た揮児育一し童の体、生人充的徒権実なの道尊を唾献図j~の教りまを社育す図を会。り目づま指くすりし。のま担すい。手として成長していくことを目指します.

事業・取組名

iそ襲警器記若争録点輔fJ滋つなぐ雌業
業

最終評価

B 評価理由

【小中学校課]
0指定校による実践研究も計画に基づき実施方れるとともに、道徳教育指
導者養成研修昔日開催し、各学校において道徳教育の指導の充実を図つ
た。また三道徳教育パワーアップ研究協議会を開働し、指定枝の事例発表
や文部型字省の方針説明を行い、今後の道徳教宵について県内小・中学
校等へ周知した。 守

[人権教育課]
O計画訪問・要請訪問を通じて、各学校の課題意識に応じた指導方法の
開発を進めることができた。
【西部教育局1
0西部地区人権・同和教育振興会議を設立し、教育関係機関、部落解放
同盟西部支部と連携を図りながら、研H事会を実施し、教員の指導力向上に
向けた取組を進めた。第1回研修会では、「干旨導者自らの人権感覚を育む」
ことを目的として、同和問題、障がい者に関する人権、干どもに関する人権
についての分散会を実施し、自己の指導を振り返る内容とした。また第2回
研修会では、人権を守る現地の取組について南部町でのフィールドワーヲ
を遇して学ぶとともに、一人の人間として社会的f立場を自覚する意識の
高まりが見られた。さらに第3図研修会は、中高.携をテーマに、異なる校
穫の教職員が意見交換を行い、社会に出る生徒を見据えた子どもの人権
感覚育成について協議を深めた。
【人軍・同和対策課]
0書〈の県民lこU口、佐致問題に関する理解と関心を促した.

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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課題及び今後の取組

課題 今後の取組

②いじめ問題等への取組

取組白方向

・児童生徒同士が認め合う中で、自らいじめの来然防止や解決を図ることができるよう、児童生徒の社会性や問題解決能力の育成、自主的な
活動配支呈する取組を推進します。
・いじめのロ題に対する教職員の認識を高め、警察等関係機関との連携や専門家の活用など、問題に適切かつ迫速に対応できる体制を整え

協による指導を根絶日目たちが安心して悩みを相談できる体制蹴討。

事業・取組名

・学校問題解決支援事業
.いじめ防止対策推進事業
・明日へつなぐ心のキャンペーン事業2014-子どもたちが取り組むいじめの対策~
.学校教育支援事業〈出かけるセン告ー)
:襲職員研修費川め対応研修)

育相談事業費
・いじめ問佐支援事業
・生活につながるとっとり人権教育創造事業
.いじめの芽をつむ心のケア支援事業
・生徒指導(いじめ問題への対応)の支援
-生徒指導(不登校・問題行動への対日1;)の支援
.生徒指導支媛事業L、じめ問題等)
・こどもいじめ人権相談運営事業
-鳥取県いじめ問題検証委員会運営事業
.いじめ問題対策事業

最終評価

【教育総務課]
O事案高決に向け、専門家の知識等を活用することができた。
[いじめ・不登校総合対策セン合一]
0電話・メーJレによるいじめ相談を24時間実施し、指談窓口周知のための
ウリアファイルを県内小・中・高・特別支援学校の全児童生徒に配布するζ

とができた。また、県いじめ基本方針策定や連絡協議会の設置等、予定ど
おり進んでいる。
【教育セン合一1
0指導主事が授業参観し学級の状況を把握したうえで、 Q-U、21刊 Uの活用に関する学校訪問型研修(出かけるセント)を実施し

O幼児・児童・生徒及び保護者、教育関係者を対象とした専門医による教

-
F
h
d
 



担当課
自己評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進じている。|

平成26年度の取組状況と成果等

評価理由

育相談を実施することで、より専門的なニーズに応えることができた。
[高等学校課]
Ohyper-OUを活用した未然防止への取組などにより、いじめの早期発見、
早期対応につながっている.
[人権教育課]
O各実践協力校における校内研究会での指導助言を通じて、居場所づく
り・紳づくりに向けた指導方法の開発を進めることができた。
[体育保健課]
Oいじめの芽をつむ心のケア支援事業において、.精神科医や臨床心理士
等の専門家を学校へ派遣し、各学校の実態に応じて心のケア対応を行っ
た。
【東部教育局】
O月例報告書日基にして定期的に市町教育委員会と情報交換を行った。
【中部教育局】
0いじめ・不 完・問題行動の未然防止の重要性について、校長会などを
通して情報発信した。また、スウールカウンセラーの小学校での活用が進
んだ。
【西部教育局1
02市2郡での小中校長会及び小中生徒指導部会において、未然防止勤中|
心に据えた人間関係づぐり、授業改善、生徒指導のポイントについて青報
提供を毎月行い、また、西部地区全中学校において、生徒指導の取組に
ついて管理劃職から聞き取り晴行った。
[教育・学I振興課】
Cいじめ問題への荷策として、全私立中・高等学校において2固の
hyper-QUを実施L、各学吸が指導に活用した。また、教職員向けの研修
会を開催し、これらの支fを通じ、私立中・高等学校でのいじめ問題への
対応力を高ることができた.
[人権・同和対策課1
Oこどもいじめ人権相談窓口を24時開設置し(時間外の委託を含む)、対
応を行っている。

平成26年度目取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 山川 ! ν ~ 一 成果

持事拠開設議議議E税制F22|摺慨淵型商号制高Ztト

暗所鮒寿番;時dli築制拘禁襲撃鱗亀裂Z祥智談窓口1
5説得間信長たョ 高 -J12静観騨樹立話鰐rl組約
室EEthhzF前hF服務臨ための l域消組発表など腫生d品菅野経足主主

舘擁護;;?主::一一芸品tTff5月 l銭縦信宵噌器鰐;繍繍E簿締献献f腎駅麟j紅計品柑:jh従It《主式:号麟概;齢齢ま訪釘5釘1:
拡鵬1静伊脚句ザ啄FR.斡章営斡協j守儲苦鱒蒜斜鰻騨繍儲儲吋i銭鱗i銭3競賀懇恐拠鮎5長52I悌騨蟻腎主議i品制主

許隣縮繍5麟麓藷鰐:鰐建轡鞘韓静首鞠噂暫専育育|麟襲麟髄議議!笠忠2品ι:ニ研ニニz:桔叩」ムめムιユLの

醸器鶏鶏] プロト一チ叩柑 一 附 r.t;Lt:， I凶が坤増加t摂E翠宇出撹獄与しらf鐸5繍繍L府蹴慨L世話主議員。哩検査(hyper-OU)の実施と活用研修会の開刊、スウールソー l見、早期対応につながっている。

:137Z31塑麟 ! ? ; 会 話 室 談 窓 セ ーウJレ 悩賢校で指導方法の開発地められ、研究発表会で研究成

機襲被!川づくりに向けた指導方法の研究!こ人権教育の視点|官報議i

器製じ特市 … へ 臨 喜 心 理 士や明科医派|撲協噂探諜鴻撃25353
島選議禦齢盟主主事、市民認みfJゐ~?I協議守O)~~i告陥れた。
i仙加…、川幻晴 悔d必2匙長ゐ吋t!む噌S詑臨fEz窃詰空翠繁言繋君を砧活Uれし苛し忠号F可吟=よ柑刻硝抑史納内研

妥諒嚇E諜z目JEE5守R守常t誌鍛J段探z隷繍葉賭麟静舵E酷色i悦:壬滋5鵠鴇包鵠焔完犠主謡説詩fE、沿畑心ωのげ巾支蹄 f鷹摺蒋摺清晶Lて必認紘伝認?~川
[中部教育局1 11川【中部教育局]

352;議!耕時著書課主難続可11吋略拠詑Jレカウン

罷融中学問ニネニ;;;一管理 lt:る日銃器禁見や未然防止の取dd間
接守.甥識をF施。 認ごいにおけ砧徒会j問問用した自治的な取組開削され

恐慌2fdt概要言説明議rruを2回|騒221E校において、2回のいUを実施し、各学校が

IT間協買事目談窓同をM時開設置(時間外 伊国用山。社、棚員向けの研:会を通じ、私的高等学校
示を行刊、る。 の委託を含む)し、民主協繋請対応力を高ることできた。
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部に鵠繍議議議選器禁l話料討議鰐鵬首芸童話喜劇E
度(予算)の整備を行っている。 I

課題及び今後四取組

課題 一一一「一一 今後の取組

髄軸長官官:JT杭た凡、じ[臓器さ削減臨い

鱗 知 戸 関 係 づくりや教育相談スキル向…liizi;;;142のいじめ…表

号競翠のた同内の山め問題の分析、生徒の人権意識、|けーだ昂ゃ主長会連絡等に掲載するとHrES52£錦
、ノーシャJレスキルの向上、スウールカ「コンセラーやスウルソーシャル |事例tの紹介を責亙的に行う。

議鶏jZFこ深めるとともに鵬成果の普及lこ努めるこ|競μ甥 15結成:仏製部γ
|ソーシャルワーカーとの晴世

職警問へ周知山必要問 伊i繋の間本研究成果の効果的措… 討す

む好事牢発信。 1際島義守き続き事業を実施し、JFEF習を要する児童生徒のいじめ問題の発生する割合が増え|かけてい〈。 の に悶 用をn呼附
乎刊び

静静[鳴私育一鋭逮臨携胤した叫 問駒題酢の状叩況糊把握阿及Mぴ 1瞳喋雪勢嬰F霊;童雷桜f伎さ主鋸縞百誌C鵡惣宇す軌gr持宅翰室鵠鯵
摂E4;の」にこ乱叩、ての崎管醐及別び糊員ナ人Mの意甜識拡 lを院を器童髭般t住吉苧た認諜号智摂R賠悶悶主鎚段旦E政i史?〈て 苦引l倍吉吉口一諜音封音封宮好子事割朝例髄『崎をを軍封針封b東宮品占鵠

喜轟主

援長街脅g諜議農農、脂屯略官棒談鰍t:滋E鵠2自語気君臨|炉開育委員会と連携し困鵠附する対関樹す

す{J0 I【西部勤官局]

選盟離議議葬盟l曜時器盟?
【人権・同和対策課!l

議み議Afiiii錨襲鰐との

③不登校ゼロへの取組

取組白方向

ぷ足すZン書記穏誌な長続生7一日どの配置を齢、子出を取り巻く環境への働きかl博植民いじめ、不登校、中引

早期対応に向けた取組を強化します。 I

事業・泊租る

-スヴー)1λノーシャJレワー力一活用事業
不登校対策事業
高等学校等における不登校(傾向)生徒等支援事業
.教育相談事業費
・生徒指導(不登校・問題行動への対応)の支援
.生徒指導支援事業(不登校)
・リトルファーマー In船上山
・不登校児童生設(ニート対応含む)活動支援事業
.いじめ問題対策事業
♂J-;;<.'.l三土連携推進事業

最終評価

[小中学校諜]
OスウーJレ、ノーシャルワー力一及び学校相談員を計画遇りに配置で昔、各
学校での活用も進んでいる。
【いじめ・不登校総合対策セン世ー]
O不登校(傾向)生徒等支媛の取組みについて、ほぽ計画通り実施できて
おり、また、不登校対応のための教職員研修資料を作成し配付した。しか
し小学校の不登校は微増傾向、中学校の不登校は2年生が大きく増加し
日

[教育セン合一1
0専門医による教育相談会の実施回数を大幅に増やしニーズのゆさに対
応したところ、教育現場からの積極的な活用がみられた.指導主宰が侵業
参観し学級の状況を把握したうえで、学級づくり、人間関係づくりやQ-U、
hyper-QUの活用に関する学校訪問型研修支擁(出かけるセン告ー)を実施

3
 

5
 



評価理由

Ltこ。
【東部教育教育局]
0市町教育委員会訪問を通して実態を把握、状況に応じた支援を行い、月
例報告の結果分析をもとにした重点的な学校支援の実施した.
【中部教育局汀
Oいじめ・不霊校・問題行動の未然防止の重要性について情報発信し、ま
たスウールカウンセラーの小学校での活用が進んだ。しかし、中学校2、
3年生の不登校生徒数は書〈、出現率も県全体より高い状況である.
【西部教育局1
0西部地区市町村学校教育担当者を対象に、『不登校対応に果たす教育
委員会の役割』をテーマとして研修会を行い、また、西部地区全中学校を
訪問し、scの活用状況及び、いじめ・不登校の未然防止の取組について
聞き取りをしt=o
【船上山少年白然の家】
0計画どおり事業を実施できた。
【大山青年の家]
0関係機関への施設利用の案内ができ、実際に課題を抱える子どもちの?防軍M らに関係が継続し、再利用もあった@
与育・学術振興課]
O私立学校でのhyper-QU実施に対する助成、心理テスト活用など学校
現場で役立つ研修の企画などを計画どおり進めた。
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平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

課題及び今後の取組

課題 今後の取組
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oscやSSWなどの専門家と教職員による組織的な対応の充実。
【中部教育局]
O中学校2、3年生の不登校生徒数は多〈、出現率も県全体より高い。
[西部教育局]
O小学校における組織的な初期対応、小中学校における未然防止の
取組の確実な推進。
【船上山少年自然の家】
O今年は県内各地へ広報に回ったが、結果的にー施設からの参加と
なり残念に思う。次回は様々なところからの参加ができる環境づ〈りに
努める必要がある。
[大山青年の家】
O該当生徒の本施設の利用促進を進める。
【教育・学哨振興課12研修を秘的に実施するとともに、学校からのF談等へ適切に対応
るこどで、|吉続昔、私立中・高等学校のいじめ 題への対応を支援

すること。

O生徒指導や教育相談スキル向上のためのアドバイス等を今後もセン
ヲーだよりに掲載したり校長会連絡等で報告したりし‘実践事例の紹介
を行う。
【東部教育局】
O研修等を~じて中心的な役割を担う担当教員への働きかけ、学校訪
問を通じての情報提供。
【中部教育局】
O未然防止の重要性についての啓発、また、不登校の出現率の高い
学校については、市町教育委員会と連携し、支援してい〈。
[酉部教育局】
O校長会や生徒指導部会における情報発信を計画的に行い、また、
市町村教育委員会学校教育担当者研修会を、不畳校及び問題行動の
未然防止をテーマに行う。
[船上山少年自然の家]
0いかにして参加意欲を伝えるかが課題。
[大山青年の家]
0関係機関の開拓と関係づくり。広報活動の充実。
【教育・学術振興課1
0いじめ品題に関する研修の効果的実施について検討する。

d 

④読書活動の推進

事業・取組名

・本の大好きな子どもを育てるヲロジェウト
.子ども読書活動推進事業

最終評価

取組目方向

・「鳥取県子どもの読書活動推進ビジョンJIこ基づき、子どもが読書に親しむための機会の充実、環境の整備等を図仏関係機関と連携して、子
どもの読書活動暗推進します.
・学校図書館司書や司書教諭の資質向上につながる研修や訪問相談を充実します。[再掲3-(12)]

自担己当評課価 A 評価理由

目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取締と成果 、

平成26年度白取組(年度末現在) 成果

課題及び今後回取組

課題 ノ 今後回取組
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@体験活動・文化芸術活動の充実

取組の方向

・児童生 の豊かな人間生を育むため、自然体験活動や集団宿泊体験等、様々な榊験，動の充実を図ります。
・文化、芸補活動の実践者との連携や学校での芸術公演などにより、全ての児童生当走に疲れた文化芸術の鑑賞、体験の機会を設定することに
努め、豊かな人間性の育成を図ります。
・各学年での計商的な体験活動を推進します。
・関係諸国との教育分野における交流により、異文化に対する理解、日本人としてのアイデンティティなどを培っていくなど、子どもたちが世界に
視野を広げる取組隆充実します。
・博物館等が保管する託料に触れたり、山陰海岸ジオパ-?等のフィーJレドを活用した実体験を伴う講座など、干どもたちが地域の自然、歴史・
民在、美術への理解をiめ、豊かな感性を育む機会を提供します。

ω一一一J
』

事業・取組名

・教育国際交流推進事業
'PTA日韓交流事業
.英語教育推進事業
・イングリッシュシャワールーム設置事業
.とっとりイングリッシュウラブ
-定通教育充実事業
.倉吉農業高等学校演習林活用検討事業
・船上山少年自然の家・大山青年の家の運営
.長期宿泊体験学習モデル事業
-博物館普及事業費
. r山陰海岸ジオパーウ」の魅力を学ぶ講座開催費
・EnglishCarr可)in Mt.Senjyo 
-大山体感実践道場

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組{年度末現在) 成果

課題及び今後の取組

課題 今後の取組

要[0[教小教が育中育あ総学る交校務。流課課協]1 議で参考になった情報を、今後の取組に生かしていく必 化[0[教小各。育中教学総育校務交課課流1] 事業の協議テーマ等のとりまとめ、交流等情報の一元
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@郷土を愛する姿勢の育成

互主堂1遣21量産主話出野史や文化を誇りに思い、史跡、まちなみ、郷土芸能、建築物、伝統芸能、民工芸等の貴重な財産を大切にす

議iaj罫(県学)支援事葬

品ι罷業
譲JA担問t
. rとっとり弥生の王国』普及活用事業
.ジュニア郷土研究応量事業
-とっとりの民エι芸振興事業

最終評価

自担己当評課価 B 評価理由

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果
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究開O【教会催鳥育取とし・委た学県。託術ジ契ュ振ニ約興アを課郷締】土結研し、究1大2月会初の日開に催鳥に取つ県いジてュ、二鳥7取郷県土地研域究社大会会研を

課題及び今後の取組

課題 今後四取組
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アクションプラン最終評価

所属名!教育委員会(事務問削課 樫塑
裏目選制

(1 )項目 2 学ぶ意欲を高める学校教育の推進

{自)健やかな心と体づ〈りの推進

【目指すところ]

江浮校体育の充実
②子どかの体力・運動能力の向上
③健康教育の充実
④食育の推進

. 

①学校体育の充実

取組の方向

・教員の体育学習の指導力向よ及び学校における運動機会の充実のための取組を支援し、主体的に運動に取り組む児童生徒の育成を図りま

Tl:学校への体育の技術的な専門性を持った教員の配置等により、小学校教員の体育技術の指導力向上及び主体的に運動に取り組む児童
生徒の竜艮を進めます。 四 ー 一
・外部詰帯者ω派遣及び指導者への研修等を行い、発達I、応した適正な指導のための支援を行っとともに、運動の重要性を理解し主体的に運
動を行う児童生徒の育成に取り組みます。

簿警璽金受性笠自慢世一 一コ
事業・取組名

最終評価

B 
【体育保健課]
10各事業・取 を計画的に実施し、学校体育の充実や子どもの体力向上、

評価理由 l言長総体の準i等を進めることができた。

ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度目取組(年度末現在) 成果

課題及び今後の取組

課題 今後白取組

[O0OO体小体運平育学育動成保校部2、健8保体活年課健育動度】体専全の育科実国授教施高業校員にの配係総質置る体の課の開向専曜拡上の充に(整向(教継理け唾島完、ての配対の指置応計導方)画力針的向のな上決準)定備

②子どもの体力・運動能力の向上

Illl<ffio)蓋 コ
-59-



-各学校での体力向上推進計画書の策提及び体力・運動能力調査を活用したPDCAサイウルによる取組を支援し、各学校の実状に応じた児童
生徒の体力・運動能力の向上を推進します。
-学校と地 カち して放課後における子ども運動教室など、児童生徒の体力・運動能力を向上させるモデルの開発を行い、その成果を県内
の学校及び地域へ普及します。
・「遊びの王様ランキ、 Jなどを活用した運動機会の提供により、子どもたちの運動意欲の向上を図仏主体的に運動を行う子どもの育成を図
ります.

L事業・取組名

ト子どもの体力向上推進プロジェウト事業

最終評価

B 
ほぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

課題

【体育保健課]
O体力向上コンソーシアムの設置、体力テスト集計システムの活用やトッ
プアスリート派遣等、取組を計画的に進めることができた。

平成26年度の取組と成果

成果

課題且ぴ今後回取組

今後四取組 巴

見00O【体各各直係育市学し力保、校町向実健村上=施課誠‘コ等1ンけ育のソる委推ー体員進シ力会ア向にム上おにのけよ取るる体組取推力組進向の上(充体の実力取向組上推推進進計画の策定、

③健康教育の充実

購擁護警暴言擁壁織強韓議欝量購難路]
|鵠協議F北京:、許さない居生徒を育成するための薬物乱用防雌育の充実を図附。【ト(1幻l淵]

!議fご十三一 -1
最終評価

自担己当評課価 ・D
ほぼ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組と成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

-60-
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g議F世 一 る普及醗講習会(文部科学|線開る7山-1J;J1;1

iJtJZZ名行政関係者20名学問lzii鶴2222晶君同??交
〈Z582議議②E議軒続諸島ん教育について|雰て畠こZ試み襲lziEiの正しい珪 輔の必要性に

l潔端部新兵忠実ロ一日時(東部地区)の開|燦謬相L間 itZZEEE伊J号線約埋ま議
|用して演習を行った。

護鱗静襲雛i錨諾色勧紅:T土?士;LLL師刊吋助鵬一産

謡繍欝護喋建附品醐陥幅糊協詰謡量鴇鵜牒蹴糊主製錯雛望詰能i官開2詳詳厚l袋藷離;欝詳鵠鵠携d臨z家紘純;誌込2みh議紫?主騨騨騨鐸騨轍麟g舘麟g讃s悲」
Ow附YS剖H教育 修会への、教職員の派遣(μ4名) 10WY刊SH教育研修会で学んだことを、校内の性教育の実践へ生かすこ
経験の浅い養護教諭に対して指 1助言を行うスウールヘルスリー lとができた。

ーの派雪之継は童徒の 生 の健康問題への対応を引|限g5認z否副此』t11百瀧長巌凶宝習i設ミ官2弘弘鵠鰐=誇警建離沼f3呉4こ
饗鴇義用吋詰抑許撤惜諜鍛鞠若薪斜繍s綿麟晶融宮 筈鞠鞠名 刊叫叩一一他伽糊附9略附名釦) I禁許仇劾~的義蟻韻蕗三繋瑠輸捌智範観J芯E臨Z浪問E匙問淵と曳捌喫悶甥繍叡諜轍謝諜fつ

護i毎新;戸話競議革諜igZ噂撒立z士l断号鞍静幹伊宅襖恥悶碧h司「t哨そ
2昆雇議識言弘益叫4品盤儲鶴繍患拡急施。 こよ 13E議長22吾妻襲苦難色Fしい Jの普及や問題解

課題及び今後の取組

課題 | 今後の取紐

翠i警護f繭:?と221-z|譲襲被君臨協議関税
語訟とおける、食物アレルギー等を含めた挟患への対応の充実が|鉱皇室皇賞間官主照子会を引き続き開催し、出された意見を今

謹接続協韓親繍麟換必軒|詰LYfi選麟鯨盟主主ZL222
捨て応援謀1 15鑓:ま鷲品止教育研修会を開催し、薬物乱用防止教育
O腕の取組を帆て川

④食育の推進

取組の方向

・栄養教諭を中心として、学校全体で組織的、体系的に食に関する指導を充実させるとともに学校給食の県産品串l用を進め、食育を推進しま

主校と家庭との連携した食育を推進します。

事業・取組名

・学校こおける食育推進事業
・学校給食用食材県産品利用(地産地消)推進事業
学校給食旨導貸

最終評価

B 
lまぽ計百(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

[体育保健課]
O食育に関する各種取組、研修会等を計画的に実施し、食育の推進を
図った。

平成26年度の取組と成果

成果

語霊童錨護主鎧導喜3t高議野官説擁明立慨LJをZ作成 【議詰体育i保」Z管聾訓穂襲栂撃謀晶議言;語:5弾己主銃主航主関すLるT輔Lの
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;離職曹長払
課題及び今後白取組

課題 今後白取組

O[体学校保に健お課け】る食育の推進体制の整備と充実を図る必要がある。
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アクションプラン最終評価

課務総育教局務事A
E
 

員委-育教名属

判

明

v=目h

所

諒

一

目
項
品
で
れ

仙一
3 学校を支える教育環境の充実

(10)人口減少期を好機と捉えた学校教育の充実

[目指すところ]

tD公立小・中学校句者り方
②今後の県立高等学校の在り方
③今後の特別支援教育の在り方

⑦公立小・中学校の在り方

取組の方向

:3支払執事鰐窓忠弘義鶴ZFEJ提言ミ繋誌鴇君主主E鶴田聖書Z重量言語高官fzspiitt!議みE
しながら、少人数学級の取組を継続します.

事業・取組名

・少人数学級の継続

最終評価

「
J
1
1寸
l
」

B 
【小中学校課]
O小・中学校全学年の少人数学級実施により、一人一人の児童生徒に教
員がじっ〈り向き合い、きめ細やかな対応ができる環境づくりができた。児
童生徒にとっても少人数学級の中で活躍する場面凶司昔え、学習意欲の向
上につながっている。lまぽ計画(予定)どおり推進している。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度目取組と成果 . 
平成26年度の取組(年度末現在) 成果

【Oて小少い中る人学。数校学課級]編制を行った学校については、実施計画に基づき実施し た【0小。市中町学村校の課協1力のもと、全学年で少人数学級を実施することができ

課題及び今後白取組

課題 今後の取組

O[小少中人学数校学果級】の継続。
議少O【小学人の中場数校学学訪に校お級問課いなの】てど継現で車講情状を報と働課収き題集かのをけ意行る見h。と交と換もをに行、人い事、引作き業続やき市全町学村年とにのよ協る・

②今後の震1ts:等学授の(E'I:1.J

取組の方向

「維の県翠主fT在り方に関守主主方針[平取5年度~平即時度JJ(平成岬1聞の答申に基づき、関係者等の意見を聞きな

結審福島義:錦織鱗籍調議長主義弘罷立23日一審議会への

K222:革推進事業一一一一一一一一一一一一一一一一一寸

最終評価

B 
[高等学校諜]
O基本方針に基づき、平成30年度までの学級減等について順次検討して
いる。平成31年度以降の在り方について、9月29日に県教育審議会から答
申を受け、基本方針の策定に取りかかっている。

ほぼ計画(予定)どおり推進している。

有識者の意見

0学級減を計隠的に着手する中、様々な二方法で現場把握、管理職との意見交換、関係機関むの遠権等、苦労を重ね
ながら成果へとつなげている姿は評価できる。一方で、学級減に対し、指定校のみでな i他校の生徒達がどの程度
危機感を持っているのか、どの様に考えているのか、様々な活動を経た中の教育委員会の方針に沿っていくだけの
受け身なのか、生徒遠の反応も知りたいところだ。
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平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度白取組止成果

平成26年度の取組(年度末現在) 成果

警鐘騨罷??を語学韓鰻欝蒜:
課題及び今後四取組

課題 今後四取組

f民諸ps描島型官担邸の県鵠立醐EE崎R起明鵠の具現習化噛輔の早期確欝2『2年諜度伊末ZL予型までの学舗の検討t予定東醐四噛百部組

本検方討針がの必策要定。に当 を平踏成ま岬え、度関以係降機の関在とのり方意に見係交る換基や本パ方ブ針リツをヴ策コ定メ(ン平ト成を

③今後の特別支援教育の在り方

取組白方向

・「鳥取県における今後の特別支援教育の在り方についてJ(平成26年2月4日鳥取県教育審議会へ諮問)の答申を受けて、インウJレーシブ教育
システムの構築に向けた取組の方向性を検討Lます。

ド事業・取組唱を

ト今後の特別支援教育の在り方検討

最終評価

A 
目的・目標を達成した。

平成26年度の取組状況と成果等

平成26年度の取組(年度末現在)

こコ
【特別支援教育課1
0計画どおり!こ「今後の特別支援教育の在り方について」の答申がまとま
り、方向性が明確になった。

平成26年度白取組と成果 ーム

L 成果

欝 議襲警議議議翠さ

れる特【O特取別平、別今組成支支後総2援援1の括教年教方度を育育向ふかの課性ま在ら]えが平り、示方成今さ2に5日れつ年のたい度新。てまた、でな委の課員本題か県等らに積へお極のけ対的るな応特提も別含言支め、援審た教議今育が後になの係さ l 

課題及び今後の取組 ，…!  

課題 恥ム
← J 

今後の取組 戸

Oに[4語別た申支りを援市受教町け育村て課教、そ]育れ委そ曳.れ会のや方知向事性部を局具等現と化もし円て滑いなく連こ携と。をま図たる、こそとれ。 計く[0特。答画別申・実支に施援記教す載る育さと課れと]たも方に向、共性生の社実会現のに実向現けに、積向極けた的啓か発つを柔推軟進なし施て策いを
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